
た
か
ば
た
け
　
か
い
せ
い

高
畠
　
快
青
く
ん（
 荻
　
町
）

2
月
27
日
　
宏
彰
・
あ
ゆ
み

　3月16日、17日に白川郷コン！２０１９が行われました。今回は白川郷観光協会青
年部の皆さんにご協力いただき、村内外から男性22名、女性23名の参加者が集まり、
合掌造り民家園での食事会やトヨタ白川郷自然學校でのアクティビティを楽しみまし

た。最後には5組のカップリングが
成立することと
なりました。ご
参加、ご協力い
ただきました皆
様、誠にありが
とうございまし
た。

むらの人口
男

女

計

世帯数
高齢化率

（－16）

（－36）

（－19）

（－20）821　人

768　人

1,589　人

575世帯
32.53%

80
古
紙
配
合
率
8
0
％
再
生
紙
使
用

発
　
行
■
白
川
村
役
場
  総
務
課
  庶
務
・
環
境
係

　
　
　
　
〒
５０１-５６９２

　
　
　
　
岐
阜
県
大
野
郡
白
川
村
大
字
鳩
谷
5
1
7
番
地

　
　
　
　
ＴＥＬ

 ０５７６９－
６－

１３１１　
FA
X
 ０５７６９－

６－
１７０９

ホームページ■
http://shirakaw

a-go.org
Ｅ
メ
ー
ル
■
soum

u-kouhou@vill.shirakawa.lg.jp
印
　
　
刷
■
牧
印
刷
株
式
会
社

平
成
31
年
4
月
12
日
発
行

広
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応援してください！ふるさと寄付金  村外のご親戚やご友人に、白川村への「ふるさと寄付」をお勧めください。

4月1日現在、（　）内は前月比

戸
籍
の

　
　ま
ど

戸
籍
の

　
　ま
ど

荒
井
　
春
夫
（
鳩
　
谷
）

3
月
13
日
　
92
歳

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

誕
生
お
め
で
と
う

よ
し
や
ま

吉
山
み
ち
る
ち
ゃ
ん（
荻
　
町
）

3
月
6
日
　
宏
司
・
千
帆

み
や
わ
き
　
　
　
じ
ゅ
ん

宮
𦚰
　
　
潤
く
ん（
 飯
　
島
）

3
月
18
日
　
充
司
・
小
百
合

白川郷コン！２０１９が開催されました！　　　

名前　大田　知佳
出身　白川村荻町
趣味　映画鑑賞、音楽鑑賞
一言　４月から診療所に勤める
ことになりました。村民の皆さ
んの健康を支えていけるよう頑
張りますので、よろしくお願い
します。

名前　佐久間陽暉
出身　愛知県春日井市
趣味　釣り、散歩
一言　４月から白川村職員とし
て働くことになりました。少し
でも早く村民の一員となって村
の維持発展に貢献したいです。
宜しくお願いします。

名前　西村　力也
出身　白川村荻町
趣味　ドライブ、アウトドア
一言　白川村採用で高山消防署に
配属になりました。
　これから半年間、消防学校に入り
ますが、スキー競技生活や自衛隊で
の経験を生かし頑張ります。また村
に帰ってくることができたので村の
行事等たくさん参加したいです！

新規採用職員紹介

わ
た
し
た
ち
の
 日
本
一
 美
し
い
村

広
報

N
o

.573

2019

4
月
号

　
平

成
３
１
年
３
月
１
８
日（

月
）、

白
川

郷

体
育

館
に
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岐

阜
放

送
局

の
「
あ

な
た
の
ま
ち
で
岐
阜
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
細
は
、
１
９
ペ
ー
ジ
へ
。

C
O
N
T
E
N
T
S

…
…
…
  2・

3

…
…
…
…
…
…
  4・

5

…
…
…
…
…
…
…
…
…
  6

…
…
…
  7

平
成
3
1
年
度
白
川
村
村
長
施
策
方
針
　

平
成
3
1
年
度
白
川
村
当
初
予
算
　
　
　

新
入
園
・
新
入
学
お
め
で
と
う
　
　
　
　

平
成
3
1
年
度
白
川
村
消
防
辞
令
交
付
式

新しい先生です
出身　大垣市
趣味　読書
一言　４月から火曜日１日平瀬、金
曜日は午後白川の外来を担当します。
実は一昨年白川でお世話になってい
ました。まだ若いですが、患者さんが
相談しやすい外来を目指しています
のでどうかよろしくお願いします。

大西　権亮
（平成2年生まれ）

おおにし　　たかよし
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白
川
村 

村
長
施
策
方
針

白
川
村 

村
長
施
策
方
針

平
成
31
年
度

平
成
31
年
度

１
．
は
じ
め
に

　
本
日
こ
こ
に
、
平
成
31
年
第
1
回
白

川
村
議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
平
成

31
年
度
一
般
会
計
予
算
案
を
は
じ
め
と

す
る
提
出
議
案
を
ご
審
議
い
た
だ
く
に

当
た
り
、
村
政
運
営
に
関
す
る
私
の
所

信
と
予
算
編
成
の
基
本
方
針
並
び
に
平

成
31
年
度
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説

明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
23
年
よ
り
私
が
村
民
の
皆
様
か

ら
村
政
を
託
し
て
い
た
だ
き
、
2
期
8

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

就
任
当
初
か
ら
掲
げ
て
お
り
ま
す
「
後

押
し
行
政
・
母
の
目
行
政
・
孫
の
手
行

政
」に
つ
い
て
取
組
の
成
果
を
確
認
し
、

「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
村
へ
」

を
目
標
に
行
政
運
営
を
進
め
て
参
り
ま

し
た
。

　
内
閣
府
が
発
表
し
ま
し
た
平
成
31
年

1
月
の
月
例
経
済
報
告
で
は
、
雇
用
・

所
得
環
境
の
改
善
が
続
く
中
で
、
各
種

政
策
の
効
果
に
よ
り
、
景
気
は
緩
や
か

な
回
復
が
続
い
て
お
り
、
個
人
消
費
に

つ
い
て
は
持
ち
直
し
、
ま
た
雇
用
情
勢

は
着
実
に
改
善
し
て
い
る
と
分
析
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
の
地
方
財
政
対
策
に
よ

り
ま
す
と
、
地
方
が
人
づ
く
り
革
命
の

実
現
や
地
方
創
生
の
推
進
、
防
災
・
減

災
対
策
に
取
り
組
み
つ
つ
、
安
定
的
に

財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額

に
つ
い
て
、
前
年
度
を
6
千
億
円
上
回

る
額
を
確
保
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
重
要
な
財
源

で
あ
る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
景

気
回
復
に
伴
う
地
方
税
等
の
収
入
増
加

が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
社
会
保
障
関

係
費
の
自
然
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
前
年
に
対
し
1.1
％
の
増
額

と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
村
の
財
政
状
況
を
見
ま
す
と
、
平
成

30
年
度
末
に
お
い
て
、
財
政
調
整
基
金

が
23
億
7
千
万
円
を
見
て
お
り
、
減
債

基
金
に
つ
い
て
は
2
億
2
千
万
円
、
そ

の
他
目
的
基
金
と
特
別
会
計
の
基
金
を

合
わ
せ
た
村
の
基
金
合
計
が
、
36
億
円

を
超
え
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
起
債
残
高
に
お
い
て
は
一

般
会
計
、
特
別
会
計
合
わ
せ
37
億
円
余

り
と
基
金
合
計
を
超
え
る
額
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
大
部
分
は
地
方
交

付
税
参
入
措
置
が
あ
る
過
疎
対
策
事
業

債
や
臨
時
財
政
対
策
債
と
な
っ
て
お

り
、
ま
た
実
質
公
債
費
比
率
は
0.1
％
の

低
水
準
を
維
持
し
、
他
の
財
政
健
全
化

指
数
も
問
題
無
く
、
今
後
も
村
の
健
全

財
政
は
維
持
継
続
で
き
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
が
急

速
に
進
み
、
平
成
27
年
度
の
国
勢
調
査

に
お
い
て
は
村
の
人
口
が
1
，6
0
9

人
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
　
白
川
村
総
合
戦
略
」
で

は
、
人
口
1
，7
0
0
人
を
維
持
す
る

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
出
生
や

子
育
て
に
対
す
る
手
厚
い
施
策
や
高
齢

者
へ
の
生
活
支
援
、
ま
た
健
康
寿
命
を

延
ば
す
施
策
や
人
口
の
流
出
を
抑
え
流

入
を
増
や
す
た
め
の
施
策
に
重
点
を
置

く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
全
国
で
異
常
気
象
等
に

よ
る
災
害
が
多
く
発
生
し
て
い
る
状
況

の
中
、
防
災
・
減
災
へ
の
対
策
と
し
て

村
道
・
橋
梁
の
防
災
対
策
工
事
、
河
川

の
護
岸
嵩
上
げ
工
事
や
備
蓄
品
の
更

新
・
発
電
機
の
整
備
な
ど
、
村
民
の
安

全
安
心
を
確
保
す
べ
く
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
次
に
、
5
月
18
日
、
19
日
の
二
日
間
、

世
界
7
カ
国
の
茅
葺
関
係
者
が
集
う

「
国
際
茅
葺
会
議
日
本
大
会
」
が
本
村

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
海
外
か
ら

1
5
0
名
、
全
国
か
ら
2
0
0
名
の
茅

葺
職
人
を
中
心
と
し
た
関
係
者
が
来
村

さ
れ
、
18
日
は
白
川
郷
学
園
体
育
館
を

メ
イ
ン
会
場
に
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
、
19
日
に
は
世
界
遺
産
集
落
の
合

掌
造
り
で
海
外
参
加
者
と
と
も
に
結
に

よ
る
屋
根
葺
き
体
験
や
、
白
川
郷
学
園

の
生
徒
の
案
内
に
よ
る
ヘ
リ
テ
イ
ジ
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
茅
葺
会
議
の
開
催
に
よ
り
世
界
に

向
け
て
、
日
本
の
茅
葺
文
化
の
魅
力
を

発
信
で
き
、
ま
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

前
年
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
こ
の
よ
う

な
世
界
会
議
を
開
催
で
き
る
こ
と
は
、

国
際
的
に
も
村
の
存
在
感
を
Ｐ
Ｒ
で
き

る
と
て
も
良
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
そ
し

て
白
川
郷
学
園
の
生
徒
た
ち
も
積
極
的

に
行
事
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
事
に
よ

り
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
に
必
要
な

グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
ひ
と
り
だ
ち
」
を
育

む
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
も
思
っ
て
い

ま
す
。

２
．
平
成
31
年
度
村
政
運
営

　
　
基
本
方
針
と
そ
の
施
策

　
本
村
の
財
政
状
況
は
、
平
成
29
年
度

決
算
の
財
政
指
標
を
見
ま
す
と
、
財
政

構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
経
常
収
支

比
率
は
、
75.0
％
で
あ
り
前
年
度
よ
り
1.2

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
健
全
財
政
を
維
持
し
て
お

り
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
交
付
税
算
入
率
の
高
い
「
過

疎
債
及
び
辺
地
債
」
を
積
極
的
に
利
用

し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
0.9

ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
二
つ
の
数
値
は
、
県
内
自
治
体
に
お

い
て
上
位
に
位
置
し
、
類
似
団
体
の
平

均
値
よ
り
も
良
好
な
数
値
を
示
し
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
村
の
一
般
財
源
と

な
る
地
方
交
付
税
は
歳
入
総
額
の
約
3

割
を
占
め
て
お
り
、
地
方
交
付
税
に
依

存
し
た
財
政
運
営
で
あ
る
こ
と
に
は
変

わ
り
な
く
、
ま
た
税
収
入
の
5
割
を
占

め
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
誘
致

し
た
ホ
テ
ル
が
1
0
0
％
の
課
税
が
可

能
と
な
る
な
ど
増
額
が
見
込
め
る
も
の

の
、
大
規
模
償
却
資
産
税
に
至
っ
て
は

年
々
減
少
し
て
お
り
、
今
後
も
ス
ク

ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
を
実
践
し
な
が
ら
歳

出
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
国
の
政
策

や
経
済
状
況
に
よ
り
一
般
財
源
歳
入
も

大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
強

く
認
識
し
、
村
政
運
営
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
日
提
案
い
た
し
ま
す
予
算
案
に
つ

き
ま
し
て
は
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
の

中
、
村
政
の
課
題
を
直
視
し
、
確
実
に

解
決
し
て
行
く
た
め
の
積
極
的
な
案
と

し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
後
、
平
成
31
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
予
算
案
を
上
程
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
ご
審
議
を
い
た
だ
く
に

当
た
り
ま
し
て
、
新
年
度
予
算
に
関
連

す
る
主
要
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
３１
年
度
当
初
予
算
案
の
規
模
は
、

・
一
般
会
計 

37
億
１
，０
０
０
万
円 

・
特
別
会
計 

７
億
３
，３
５
０
万
円  

　
全
会
計
で
は
、
44
億
4
，3
5
0
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
い
た
し
ま

す
と
、
一
般
会
計
は
、
3
億
1
千
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
予
算
は
金

額
の
大
き
い
順
に
、
地
方
交
付
税
、
村

税
、
国
庫
支
出
金
、
村
債
で
あ
り
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
予
算
総
額
の
26
％
を

占
め
て
お
り
、
普
通
交
付
税
8
億
7
千

万
円
、
特
別
交
付
税
8
千
万
円
を
見
込

ん
で
お
り
ま
す
。
国
の
予
算
に
お
い
て

は
前
年
度
に
比
べ
1.1
％
の
増
額
予
算
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
30
年
度
の

普
通
交
付
税
確
定
額
よ
り
算
定
し
、
予

算
規
模
と
し
て
は
前
年
同
額
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
村
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比

2.0
％
増
額
の
6
億
9
，3
2
6
万
円
と

し
て
お
り
ま
す
。
村
民
税
に
つ
い
て
は

個
人
、
法
人
、
固
定
資
産
税
の
土
地
・

家
屋
と
も
に
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
村
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、
主
に
過
疎

対
策
事
業
債
の
ハ
ー
ド
事
業
に
充
当
す

る
分
が
減
額
と
な
り
、
前
年
に
対
し

17.1
％
の
減
額
計
上
を
し
て
お
り
ま
す
。

新
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建
築
に
係

る
事
業
の
過
疎
対
策
事
業
債
充
当
分

が
、
前
年
に
比
べ
減
額
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
　

　
ま
た
ソ
フ
ト
分
野
に
お
い
て
も
過
疎

対
策
事
業
債
を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う

限
度
額
ま
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
歳
出
予
算
を
性
質
別
に
見
ま
す

と
、
し
ゃ
く
な
げ
荘
移
設
事
業
の
大
規

模
事
業
が
継
続
事
業
と
し
て
行
う
た

め
、
普
通
建
設
事
業
費
を
8
億
4
，

5
3
7
万
円
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備

等
特
別
対
策
事
業
に
よ
り
、
補
助
費
等

が
前
年
比
1
0
6
％
増
加
し
6
億
4
，

9
2
4
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
義
務

的
経
費
に
つ
い
て
は
前
年
比
2.2
％
増
加

し
9
億
2
9
9
万
円
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。

　
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
公
共
下
水

道
特
別
会
計
の
白
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
機
械
施
設
の
更
新
が
完

了
し
、
前
年
に
比
べ
4
，2
4
0
万
円

減
額
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
の
特
別

会
計
に
お
い
て
も
新
規
に
施
設
整
備
な

ど
の
予
定
は
無
い
た
め
、
ほ
ぼ
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

３
．
平
成
31
年
度

　
　
　
　
予
算
の
概
要

　
そ
れ
で
は
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
目

的
別
に
予
算
の
概
要
を
ご
説
明
い
た
し

ま
す
。 

　
２
款
、
総
務
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
年
比
4
，5
4
0
万
円
減
額
の
4
億

9
，0
4
2
万
円
で
あ
り
ま
す
。
新
庁

舎
建
設
基
金
を
1
億
円
計
上
し
、
早
期

の
事
業
着
工
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

買
い
物
難
民
対
策
移
動
販
売
車
購
入
事

業
の
完
了
や
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

任
期
満
了
に
伴
う
事
業
が
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
移
住
促
進
に

関
す
る
事
業
は
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
改
正
に
よ
り
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
付
に
関
し
て
対
応
で
き
る
、
人

事
給
与
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
予
定
し
、

村
長
・
村
議
会
議
員
選
挙
及
び
参
議
院

議
員
選
挙
経
費
を
今
回
計
上
し
て
お
り

ま
す
。

　
３
款
、
民
生
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
年
比
9
，2
0
0
万
円
減
額
の
5
億

1
，0
0
4
万
円
で
あ
り
ま
す
。
交
通

弱
者
支
援
や
児
童
医
療
費
助
成
な
ど
、

老
人
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
、
児
童
福

祉
に
つ
い
て
は
従
前
通
り
実
施
の
た

め
、
前
年
並
み
の
予
算
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。ま
た
継
続
事
業
と
し
て
、新
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建
築
工
事
、
併
せ

て
同
施
設
の
備
品
購
入
費
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
健
康
寿
命

の
延
伸
や
在
宅
介
護
の
緩
和
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
４
款
、
衛
生
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
年
比
2
5
6
万
円
減
額
の
1
億
5
，

7
9
3
万
円
で
あ
り
ま
す
。
予
防
接
種

や
ワ
ク
チ
ン
等
に
よ
り
健
康
増
進
対
策

を
充
実
す
る
た
め
、
増
額
計
上
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
営
事

業
に
関
し
ま
し
て
は
民
間
に
委
託
し
、

事
業
の
効
率
化
を
図
り
、
更
に
は
ご
み

減
量
化
等
の
徹
底
に
よ
り
高
山
市
へ
の

委
託
料
の
減
少
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
５
款
、
農
林
水
産
業
費
に
つ
き
ま
し

て
は
、
前
年
比
3
億
2
3
8
万
円
増
額

の
5
億
7
，7
2
0
万
円
で
あ
り
ま
す
。

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
を
活
用
し
て
地

域
産
業
や
白
川
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
・
就

業
の
場
の
提
供
な
ど
村
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
の
担
い
手
確
保

及
び
経
営
強
化
対
策
と
し
て
、
国
の
補

助
を
受
け
て
認
定
農
業
者
に
対
し
、
農

業
機
械
の
導
入
を
支
援
し
な
が
ら
農
業

の
活
性
化
と
六
次
産
業
化
へ
の
更
な
る

一
歩
前
進
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
森

林
環
境
税
を
財
源
と
し
た
、
危
険
木
等

の
除
去
や
森
林
整
備
を
継
続
し
て
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
６
款
、
商
工
費
に
つ
い
て
は
前
年
比

1
億
2
，4
8
8
万
円
増
額
の
5
億
1
，

7
3
2
万
円
で
あ
り
ま
す
。
外
国
人
観

光
客
の
受
け
入
れ
態
勢
を
強
化
す
る
た

め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
観
光
情
報
に

多
言
語
の
整
備
を
行
う
ほ
か
、
公
衆
ト

イ
レ
の
洋
式
改
修
や
荻
町
伝
建
地
区
内

の
サ
イ
ン
看
板
更
新
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ハ
ー
ド
事
業
と
し
ま
し
て
、
せ

せ
ら
ぎ
公
園
進
入
路
付
近
の
渋
滞
緩
和

を
目
指
し
、
進
入
路
の
新
設
や
既
存

ゲ
ー
ト
設
備
周
辺
の
公
園
化
及
び
バ
ス

ロ
ー
タ
リ
ー
の
整
備
を
継
続
事
業
と
し

て
行
う
と
と
も
に
、
荻
町
城
址
に
は
展

望
台
等
の
整
備
を
行
い
、
増
加
す
る
観

光
客
の
安
全
確
保
並
び
に
ト
ラ
ブ
ル
解

消
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
白
山
ブ
ナ
の

森
キ
ャ
ン
プ
場
や
避
難
小
屋
の
改
修
工

事
を
実
施
し
、
南
部
地
区
活
性
化
の
一

助
と
な
る
白
山
国
立
公
園
の
誘
客
に
向

け
た
ツ
ア
ー
商
品
の
開
発
を
含
め
、
魅

力
あ
る
観
光
地
の
開
発
を
進
め
ま
す
。

　
７
款
、
土
木
費
に
つ
い
て
は
、
前
年

比
1
，7
4
6
万
円
減
額
の
5
億
3
，

2
8
0
万
円
で
あ
り
ま
す
。
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
を
財
源
と
し
、
道
路

の
新
設
や
舗
装
補
修
工
事
、
落
石
・
雪

崩
対
策
工
事
な
ど
実
施
し
、
交
通
の
安

全
性
や
快
適
性
を
向
上
さ
せ
る
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
近
年
多
発
す
る

豪
雨
に
対
し
て
、
地
域
住
民
の
安
心
・

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
庄
川
護
岸
の

嵩
上
げ
や
、
貫
見
橋
下
流
構
造
物
除
去

を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
冬
季
間
に
お

け
る
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
村
有
の

除
雪
機
械
を
１
台
更
新
す
る
予
定
と
し

て
お
り
、除
雪
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
８
款
、
消
防
費
に
つ
い
て
は
、
前
年

比
1
，5
1
4
万
円
増
額
の
2
億

8
8
5
万
円
で
あ
り
ま
す
。
地
域
消
防

を
支
え
る
消
防
団
員
の
確
保
と
活
動
へ

の
支
援
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
南
部

分
団
3
班
の
詰
所
建
築
工
事
の
実
施

や
、
避
難
所
用
発
電
機
の
整
備
及
び
軽

積
載
車
両
の
更
新
に
よ
り
、災
害
予
防
、

安
全
対
策
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
消
防
操
法
県
大
会
出
場
支
援
と
し

て
の
交
付
金
も
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
移
動
系
防
災
行

政
無
線
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
下

自
治
体
の
動
向
や
事
業
補
助
の
関
係
か

ら
翌
年
度
に
実
施
予
定
で
す
。

　
９
款
、
教
育
費
に
つ
い
て
は
、
前
年

比
7
3
5
万
円
増
額
の
3
億
8
7
0
万

円
で
あ
り
ま
す
。
開
校
か
ら
2
年
が
経

過
し
ま
し
た
義
務
教
育
学
校
に
対
し
、

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
を
図
る
た
め
、

各
教
室
内
へ
の
大
型
モ
ニ
タ
ー
や
後
期

ホ
ー
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
の
整
備

費
用
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

先
に
述
べ
ま
し
た
、
国
際
茅
葺
き
会
議

の
経
費
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て

実
施
す
る
、
技
術
伝
承
施
設
の
屋
根
葺

き
替
え
工
事
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

伝
建
地
区
の
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、

屋
根
の
葺
替
え
6
棟
、
軸
部
修
理
1
棟

を
予
定
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
が
平
成
31
年
度
の
当
初
予
算
の

概
要
で
あ
り
ま
す
。

４
．
む
す
び

　
以
上
、
平
成
31
年
度
の
白
川
村
政
運

営
方
針
及
び
予
算
の
大
要
に
つ
き
ま
し

て
、
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
　

　
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
減
額
傾
向

で
あ
っ
た
交
付
税
も
所
要
の
額
が
確
保

さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
、
ま
た
、
地
方

債
に
つ
き
ま
し
て
も
過
疎
対
策
事
業
債

を
始
め
と
し
た
交
付
税
算
入
の
あ
る
地

方
債
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

比
較
的
安
定
し
た
財
政
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
財
源

も
国
の
政
策
に
よ
り
大
き
く
左
右
さ
れ

る
状
況
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

く
、
限
り
あ
る
財
源
の
中
で
、
村
民
の

皆
さ
ま
の
安
全
安
心
の
確
保
や
将
来
に

向
け
た
喫
緊
の
課
題
に
対
処
す
べ
く
、

予
算
編
成
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
将
来
の
豊
か
な
村
創
り
に

力
強
く
前
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
の
で
、
議
員
各
位
に
は
、
よ
り
一

層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

す
と
と
も
に
、
本
定
例
会
に
提
案
し
て

お
り
ま
す
平
成
31
年
度
予
算
案
を
は
じ

め
、
各
議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
十
分
ご

審
議
い
た
だ
き
、
ご
決
定
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
、
平
成

31
年
度
当
初
予
算
編
成
に
伴
う
施
政
方

針
と
い
た
し
ま
す
。

　平
成
31
年
度
の
村
政
運
営
に
関
す
る
村
長
の
所
信
と
予
算
編
成
に

お
け
る
基
本
方
針
等
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
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白
川
村 

村
長
施
策
方
針

白
川
村 

村
長
施
策
方
針

平
成
31
年
度

平
成
31
年
度

１
．
は
じ
め
に

　
本
日
こ
こ
に
、
平
成
31
年
第
1
回
白

川
村
議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
平
成

31
年
度
一
般
会
計
予
算
案
を
は
じ
め
と

す
る
提
出
議
案
を
ご
審
議
い
た
だ
く
に

当
た
り
、
村
政
運
営
に
関
す
る
私
の
所

信
と
予
算
編
成
の
基
本
方
針
並
び
に
平

成
31
年
度
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説

明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
23
年
よ
り
私
が
村
民
の
皆
様
か

ら
村
政
を
託
し
て
い
た
だ
き
、
2
期
8

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

就
任
当
初
か
ら
掲
げ
て
お
り
ま
す
「
後

押
し
行
政
・
母
の
目
行
政
・
孫
の
手
行

政
」に
つ
い
て
取
組
の
成
果
を
確
認
し
、

「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
村
へ
」

を
目
標
に
行
政
運
営
を
進
め
て
参
り
ま

し
た
。

　
内
閣
府
が
発
表
し
ま
し
た
平
成
31
年

1
月
の
月
例
経
済
報
告
で
は
、
雇
用
・

所
得
環
境
の
改
善
が
続
く
中
で
、
各
種

政
策
の
効
果
に
よ
り
、
景
気
は
緩
や
か

な
回
復
が
続
い
て
お
り
、
個
人
消
費
に

つ
い
て
は
持
ち
直
し
、
ま
た
雇
用
情
勢

は
着
実
に
改
善
し
て
い
る
と
分
析
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
の
地
方
財
政
対
策
に
よ

り
ま
す
と
、
地
方
が
人
づ
く
り
革
命
の

実
現
や
地
方
創
生
の
推
進
、
防
災
・
減

災
対
策
に
取
り
組
み
つ
つ
、
安
定
的
に

財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額

に
つ
い
て
、
前
年
度
を
6
千
億
円
上
回

る
額
を
確
保
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
重
要
な
財
源

で
あ
る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
景

気
回
復
に
伴
う
地
方
税
等
の
収
入
増
加

が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
社
会
保
障
関

係
費
の
自
然
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
前
年
に
対
し
1.1
％
の
増
額

と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
村
の
財
政
状
況
を
見
ま
す
と
、
平
成

30
年
度
末
に
お
い
て
、
財
政
調
整
基
金

が
23
億
7
千
万
円
を
見
て
お
り
、
減
債

基
金
に
つ
い
て
は
2
億
2
千
万
円
、
そ

の
他
目
的
基
金
と
特
別
会
計
の
基
金
を

合
わ
せ
た
村
の
基
金
合
計
が
、
36
億
円

を
超
え
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
起
債
残
高
に
お
い
て
は
一

般
会
計
、
特
別
会
計
合
わ
せ
37
億
円
余

り
と
基
金
合
計
を
超
え
る
額
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
大
部
分
は
地
方
交

付
税
参
入
措
置
が
あ
る
過
疎
対
策
事
業

債
や
臨
時
財
政
対
策
債
と
な
っ
て
お

り
、
ま
た
実
質
公
債
費
比
率
は
0.1
％
の

低
水
準
を
維
持
し
、
他
の
財
政
健
全
化

指
数
も
問
題
無
く
、
今
後
も
村
の
健
全

財
政
は
維
持
継
続
で
き
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
が
急

速
に
進
み
、
平
成
27
年
度
の
国
勢
調
査

に
お
い
て
は
村
の
人
口
が
1
，6
0
9

人
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
　
白
川
村
総
合
戦
略
」
で

は
、
人
口
1
，7
0
0
人
を
維
持
す
る

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
出
生
や

子
育
て
に
対
す
る
手
厚
い
施
策
や
高
齢

者
へ
の
生
活
支
援
、
ま
た
健
康
寿
命
を

延
ば
す
施
策
や
人
口
の
流
出
を
抑
え
流

入
を
増
や
す
た
め
の
施
策
に
重
点
を
置

く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
全
国
で
異
常
気
象
等
に

よ
る
災
害
が
多
く
発
生
し
て
い
る
状
況

の
中
、
防
災
・
減
災
へ
の
対
策
と
し
て

村
道
・
橋
梁
の
防
災
対
策
工
事
、
河
川

の
護
岸
嵩
上
げ
工
事
や
備
蓄
品
の
更

新
・
発
電
機
の
整
備
な
ど
、
村
民
の
安

全
安
心
を
確
保
す
べ
く
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
次
に
、
5
月
18
日
、
19
日
の
二
日
間
、

世
界
7
カ
国
の
茅
葺
関
係
者
が
集
う

「
国
際
茅
葺
会
議
日
本
大
会
」
が
本
村

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
海
外
か
ら

1
5
0
名
、
全
国
か
ら
2
0
0
名
の
茅

葺
職
人
を
中
心
と
し
た
関
係
者
が
来
村

さ
れ
、
18
日
は
白
川
郷
学
園
体
育
館
を

メ
イ
ン
会
場
に
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
、
19
日
に
は
世
界
遺
産
集
落
の
合

掌
造
り
で
海
外
参
加
者
と
と
も
に
結
に

よ
る
屋
根
葺
き
体
験
や
、
白
川
郷
学
園

の
生
徒
の
案
内
に
よ
る
ヘ
リ
テ
イ
ジ
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
茅
葺
会
議
の
開
催
に
よ
り
世
界
に

向
け
て
、
日
本
の
茅
葺
文
化
の
魅
力
を

発
信
で
き
、
ま
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

前
年
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
こ
の
よ
う

な
世
界
会
議
を
開
催
で
き
る
こ
と
は
、

国
際
的
に
も
村
の
存
在
感
を
Ｐ
Ｒ
で
き

る
と
て
も
良
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
そ
し

て
白
川
郷
学
園
の
生
徒
た
ち
も
積
極
的

に
行
事
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
事
に
よ

り
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
に
必
要
な

グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
ひ
と
り
だ
ち
」
を
育

む
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
も
思
っ
て
い

ま
す
。

２
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基
本
方
針
と
そ
の
施
策

　
本
村
の
財
政
状
況
は
、
平
成
29
年
度

決
算
の
財
政
指
標
を
見
ま
す
と
、
財
政

構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
経
常
収
支

比
率
は
、
75.0
％
で
あ
り
前
年
度
よ
り
1.2

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
健
全
財
政
を
維
持
し
て
お

り
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
交
付
税
算
入
率
の
高
い
「
過

疎
債
及
び
辺
地
債
」
を
積
極
的
に
利
用

し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
0.9

ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
二
つ
の
数
値
は
、
県
内
自
治
体
に
お

い
て
上
位
に
位
置
し
、
類
似
団
体
の
平

均
値
よ
り
も
良
好
な
数
値
を
示
し
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
村
の
一
般
財
源
と

な
る
地
方
交
付
税
は
歳
入
総
額
の
約
3

割
を
占
め
て
お
り
、
地
方
交
付
税
に
依

存
し
た
財
政
運
営
で
あ
る
こ
と
に
は
変

わ
り
な
く
、
ま
た
税
収
入
の
5
割
を
占

め
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
誘
致

し
た
ホ
テ
ル
が
1
0
0
％
の
課
税
が
可

能
と
な
る
な
ど
増
額
が
見
込
め
る
も
の

の
、
大
規
模
償
却
資
産
税
に
至
っ
て
は

年
々
減
少
し
て
お
り
、
今
後
も
ス
ク

ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
を
実
践
し
な
が
ら
歳

出
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
国
の
政
策

や
経
済
状
況
に
よ
り
一
般
財
源
歳
入
も

大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
強

く
認
識
し
、
村
政
運
営
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
日
提
案
い
た
し
ま
す
予
算
案
に
つ

き
ま
し
て
は
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
の

中
、
村
政
の
課
題
を
直
視
し
、
確
実
に

解
決
し
て
行
く
た
め
の
積
極
的
な
案
と

し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
後
、
平
成
31
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
予
算
案
を
上
程
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
ご
審
議
を
い
た
だ
く
に

当
た
り
ま
し
て
、
新
年
度
予
算
に
関
連

す
る
主
要
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
３１
年
度
当
初
予
算
案
の
規
模
は
、

・
一
般
会
計 

37
億
１
，０
０
０
万
円 

・
特
別
会
計 

７
億
３
，３
５
０
万
円  

　
全
会
計
で
は
、
44
億
4
，3
5
0
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
い
た
し
ま

す
と
、
一
般
会
計
は
、
3
億
1
千
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
予
算
は
金

額
の
大
き
い
順
に
、
地
方
交
付
税
、
村

税
、
国
庫
支
出
金
、
村
債
で
あ
り
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
予
算
総
額
の
26
％
を

占
め
て
お
り
、
普
通
交
付
税
8
億
7
千

万
円
、
特
別
交
付
税
8
千
万
円
を
見
込

ん
で
お
り
ま
す
。
国
の
予
算
に
お
い
て

は
前
年
度
に
比
べ
1.1
％
の
増
額
予
算
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
30
年
度
の

普
通
交
付
税
確
定
額
よ
り
算
定
し
、
予

算
規
模
と
し
て
は
前
年
同
額
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
村
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
比

2.0
％
増
額
の
6
億
9
，3
2
6
万
円
と

し
て
お
り
ま
す
。
村
民
税
に
つ
い
て
は

個
人
、
法
人
、
固
定
資
産
税
の
土
地
・

家
屋
と
も
に
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
村
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、
主
に
過
疎

対
策
事
業
債
の
ハ
ー
ド
事
業
に
充
当
す

る
分
が
減
額
と
な
り
、
前
年
に
対
し

17.1
％
の
減
額
計
上
を
し
て
お
り
ま
す
。

新
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建
築
に
係

る
事
業
の
過
疎
対
策
事
業
債
充
当
分

が
、
前
年
に
比
べ
減
額
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
　

　
ま
た
ソ
フ
ト
分
野
に
お
い
て
も
過
疎

対
策
事
業
債
を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う

限
度
額
ま
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
歳
出
予
算
を
性
質
別
に
見
ま
す

と
、
し
ゃ
く
な
げ
荘
移
設
事
業
の
大
規

模
事
業
が
継
続
事
業
と
し
て
行
う
た

め
、
普
通
建
設
事
業
費
を
8
億
4
，

5
3
7
万
円
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備

等
特
別
対
策
事
業
に
よ
り
、
補
助
費
等

が
前
年
比
1
0
6
％
増
加
し
6
億
4
，

9
2
4
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
義
務

的
経
費
に
つ
い
て
は
前
年
比
2.2
％
増
加

し
9
億
2
9
9
万
円
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。

　
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
公
共
下
水

道
特
別
会
計
の
白
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
機
械
施
設
の
更
新
が
完

了
し
、
前
年
に
比
べ
4
，2
4
0
万
円

減
額
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
の
特
別

会
計
に
お
い
て
も
新
規
に
施
設
整
備
な

ど
の
予
定
は
無
い
た
め
、
ほ
ぼ
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

３
．
平
成
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年
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予
算
の
概
要

　
そ
れ
で
は
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
目

的
別
に
予
算
の
概
要
を
ご
説
明
い
た
し

ま
す
。 

　
２
款
、
総
務
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
年
比
4
，5
4
0
万
円
減
額
の
4
億

9
，0
4
2
万
円
で
あ
り
ま
す
。
新
庁

舎
建
設
基
金
を
1
億
円
計
上
し
、
早
期

の
事
業
着
工
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

買
い
物
難
民
対
策
移
動
販
売
車
購
入
事

業
の
完
了
や
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

任
期
満
了
に
伴
う
事
業
が
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
移
住
促
進
に

関
す
る
事
業
は
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
改
正
に
よ
り
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
付
に
関
し
て
対
応
で
き
る
、
人

事
給
与
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
予
定
し
、

村
長
・
村
議
会
議
員
選
挙
及
び
参
議
院

議
員
選
挙
経
費
を
今
回
計
上
し
て
お
り

ま
す
。

　
３
款
、
民
生
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
年
比
9
，2
0
0
万
円
減
額
の
5
億

1
，0
0
4
万
円
で
あ
り
ま
す
。
交
通

弱
者
支
援
や
児
童
医
療
費
助
成
な
ど
、

老
人
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
、
児
童
福

祉
に
つ
い
て
は
従
前
通
り
実
施
の
た

め
、
前
年
並
み
の
予
算
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。ま
た
継
続
事
業
と
し
て
、新
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建
築
工
事
、
併
せ

て
同
施
設
の
備
品
購
入
費
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
健
康
寿
命

の
延
伸
や
在
宅
介
護
の
緩
和
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
４
款
、
衛
生
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
年
比
2
5
6
万
円
減
額
の
1
億
5
，

7
9
3
万
円
で
あ
り
ま
す
。
予
防
接
種

や
ワ
ク
チ
ン
等
に
よ
り
健
康
増
進
対
策

を
充
実
す
る
た
め
、
増
額
計
上
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
営
事

業
に
関
し
ま
し
て
は
民
間
に
委
託
し
、

事
業
の
効
率
化
を
図
り
、
更
に
は
ご
み

減
量
化
等
の
徹
底
に
よ
り
高
山
市
へ
の

委
託
料
の
減
少
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
５
款
、
農
林
水
産
業
費
に
つ
き
ま
し

て
は
、
前
年
比
3
億
2
3
8
万
円
増
額

の
5
億
7
，7
2
0
万
円
で
あ
り
ま
す
。

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
を
活
用
し
て
地

域
産
業
や
白
川
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
・
就

業
の
場
の
提
供
な
ど
村
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
の
担
い
手
確
保

及
び
経
営
強
化
対
策
と
し
て
、
国
の
補

助
を
受
け
て
認
定
農
業
者
に
対
し
、
農

業
機
械
の
導
入
を
支
援
し
な
が
ら
農
業

の
活
性
化
と
六
次
産
業
化
へ
の
更
な
る

一
歩
前
進
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
森

林
環
境
税
を
財
源
と
し
た
、
危
険
木
等

の
除
去
や
森
林
整
備
を
継
続
し
て
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
６
款
、
商
工
費
に
つ
い
て
は
前
年
比

1
億
2
，4
8
8
万
円
増
額
の
5
億
1
，

7
3
2
万
円
で
あ
り
ま
す
。
外
国
人
観

光
客
の
受
け
入
れ
態
勢
を
強
化
す
る
た

め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
観
光
情
報
に

多
言
語
の
整
備
を
行
う
ほ
か
、
公
衆
ト

イ
レ
の
洋
式
改
修
や
荻
町
伝
建
地
区
内

の
サ
イ
ン
看
板
更
新
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ハ
ー
ド
事
業
と
し
ま
し
て
、
せ

せ
ら
ぎ
公
園
進
入
路
付
近
の
渋
滞
緩
和

を
目
指
し
、
進
入
路
の
新
設
や
既
存

ゲ
ー
ト
設
備
周
辺
の
公
園
化
及
び
バ
ス

ロ
ー
タ
リ
ー
の
整
備
を
継
続
事
業
と
し

て
行
う
と
と
も
に
、
荻
町
城
址
に
は
展

望
台
等
の
整
備
を
行
い
、
増
加
す
る
観

光
客
の
安
全
確
保
並
び
に
ト
ラ
ブ
ル
解

消
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
白
山
ブ
ナ
の

森
キ
ャ
ン
プ
場
や
避
難
小
屋
の
改
修
工

事
を
実
施
し
、
南
部
地
区
活
性
化
の
一

助
と
な
る
白
山
国
立
公
園
の
誘
客
に
向

け
た
ツ
ア
ー
商
品
の
開
発
を
含
め
、
魅

力
あ
る
観
光
地
の
開
発
を
進
め
ま
す
。

　
７
款
、
土
木
費
に
つ
い
て
は
、
前
年

比
1
，7
4
6
万
円
減
額
の
5
億
3
，

2
8
0
万
円
で
あ
り
ま
す
。
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
を
財
源
と
し
、
道
路

の
新
設
や
舗
装
補
修
工
事
、
落
石
・
雪

崩
対
策
工
事
な
ど
実
施
し
、
交
通
の
安

全
性
や
快
適
性
を
向
上
さ
せ
る
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
近
年
多
発
す
る

豪
雨
に
対
し
て
、
地
域
住
民
の
安
心
・

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
庄
川
護
岸
の

嵩
上
げ
や
、
貫
見
橋
下
流
構
造
物
除
去

を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
冬
季
間
に
お

け
る
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
村
有
の

除
雪
機
械
を
１
台
更
新
す
る
予
定
と
し

て
お
り
、除
雪
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
８
款
、
消
防
費
に
つ
い
て
は
、
前
年

比
1
，5
1
4
万
円
増
額
の
2
億

8
8
5
万
円
で
あ
り
ま
す
。
地
域
消
防

を
支
え
る
消
防
団
員
の
確
保
と
活
動
へ

の
支
援
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
南
部

分
団
3
班
の
詰
所
建
築
工
事
の
実
施

や
、
避
難
所
用
発
電
機
の
整
備
及
び
軽

積
載
車
両
の
更
新
に
よ
り
、災
害
予
防
、

安
全
対
策
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
消
防
操
法
県
大
会
出
場
支
援
と
し

て
の
交
付
金
も
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
移
動
系
防
災
行

政
無
線
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
下

自
治
体
の
動
向
や
事
業
補
助
の
関
係
か

ら
翌
年
度
に
実
施
予
定
で
す
。

　
９
款
、
教
育
費
に
つ
い
て
は
、
前
年

比
7
3
5
万
円
増
額
の
3
億
8
7
0
万

円
で
あ
り
ま
す
。
開
校
か
ら
2
年
が
経

過
し
ま
し
た
義
務
教
育
学
校
に
対
し
、

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
を
図
る
た
め
、

各
教
室
内
へ
の
大
型
モ
ニ
タ
ー
や
後
期

ホ
ー
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
の
整
備

費
用
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

先
に
述
べ
ま
し
た
、
国
際
茅
葺
き
会
議

の
経
費
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て

実
施
す
る
、
技
術
伝
承
施
設
の
屋
根
葺

き
替
え
工
事
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

伝
建
地
区
の
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、

屋
根
の
葺
替
え
6
棟
、
軸
部
修
理
1
棟

を
予
定
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
が
平
成
31
年
度
の
当
初
予
算
の

概
要
で
あ
り
ま
す
。

４
．
む
す
び

　
以
上
、
平
成
31
年
度
の
白
川
村
政
運

営
方
針
及
び
予
算
の
大
要
に
つ
き
ま
し

て
、
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
　

　
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
減
額
傾
向

で
あ
っ
た
交
付
税
も
所
要
の
額
が
確
保

さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
、
ま
た
、
地
方

債
に
つ
き
ま
し
て
も
過
疎
対
策
事
業
債

を
始
め
と
し
た
交
付
税
算
入
の
あ
る
地

方
債
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

比
較
的
安
定
し
た
財
政
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
財
源

も
国
の
政
策
に
よ
り
大
き
く
左
右
さ
れ

る
状
況
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

く
、
限
り
あ
る
財
源
の
中
で
、
村
民
の

皆
さ
ま
の
安
全
安
心
の
確
保
や
将
来
に

向
け
た
喫
緊
の
課
題
に
対
処
す
べ
く
、

予
算
編
成
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
将
来
の
豊
か
な
村
創
り
に

力
強
く
前
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
の
で
、
議
員
各
位
に
は
、
よ
り
一

層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

す
と
と
も
に
、
本
定
例
会
に
提
案
し
て

お
り
ま
す
平
成
31
年
度
予
算
案
を
は
じ

め
、
各
議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
十
分
ご

審
議
い
た
だ
き
、
ご
決
定
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
、
平
成

31
年
度
当
初
予
算
編
成
に
伴
う
施
政
方

針
と
い
た
し
ま
す
。

　平
成
31
年
度
の
村
政
運
営
に
関
す
る
村
長
の
所
信
と
予
算
編
成
に

お
け
る
基
本
方
針
等
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。



歳入総額　37億1,000万円

　一般会計歳入

歳出総額　37億1,000万円

　歳出性質別予算

特別会計予算額の推移

一般会計歳出目的別予算額

総額 ４４億４，３５０万円
全会計
白川村当初予算

（前年度比6.2％の増）

款 当初予算 構成比 対前年度増減額

 議 会 費 3,912万円 1.1％  443万円
 総 務 費 4億9,042万円 13.2％  △4,540万円
 民 生 費 5億1,004万円 13.7％  △9,320万円
 衛 生 費 1億5,793万円 4.3％  △256万円
 農林水産業費 5億7,720万円 15.6％  30,238万円
 商 工 費 5億1,733万円 13.9％  12,488万円
 土 木 費 5億3,280万円 14.4％  △1,746万円
 消 防 費 2億 885万円 5.6％  1,514万円
 教 育 費 3億 870万円 8.3％  735万円
 災害復旧費 5万円 0.0％  0万円
 公 債 費 3億4,549万円 9.3％  2,009万円
 予 備 費 2,207万円 0.6％  △565万円
 計 37億1,000万円 100.0％  31,000万円

■議 会 費
議会一般経費 511万円
■総 務 費
白川村新庁舎建設基金費 10,000万円
電算管理一般経費 2,513万円
一般管理一般経費 2,383万円
住民情報電算化事業 2,366万円
庁舎等管理一般経費 1,141万円
■民 生 費
しゃくなげ荘移設事業 19,281万円
しゃくなげ荘管理事業 3,691万円
介護保険事業勘定特別会計繰出金 2,899万円
後期高齢者医療費 2,404万円
児童手当支給事業 2,289万円
■衛 生 費
リサイクル運営経費 3,805万円
簡易水道特別会計繰出金 2,970万円
国保直診勘定特別会計繰出金 2,410万円
塵芥処理一般経費 2,154万円
予防事業一般経費 1,162万円
■農林水産業費
畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業 30,000万円
白山林道管理一般経費 11,329万円
公共林道改良事業 2,100万円
戸ヶ野用水清流発電施設管理経費 1,934万円

■商 工 費
せせらぎ公園管理事業 13,397万円
村内観光施設・トイレ管理事業 5,339万円
小水力発電施設管理経費 3,679万円
企業誘致政策関連経費 3,669万円
せせらぎ公園管理臨時経費 2,917万円
白山国立公園管理事業 2,132万円
■土 木 費
社会資本整備総合交付金事業 22,393万円
除雪関係事業 9,453万円
普通河川臨時経費 5,550万円
公共下水道特別会計繰出金 4,750万円
村道補修工事経費 4,306万円
■消 防 費
常備消防一般経費 10,736万円
消防施設管理経費 2,426万円
非常備消防一般経費 1,879万円
小型動力ポンプ積載車購入事業 385万円
消防資機材更新経費 246万円
■教 育 費
荻町伝建地区保存事業 4,521万円
白川郷学園管理一般経費 2,395万円
学校給食センター管理経費 2,353万円
保存財団事業補助金 1,700万円
児童生徒輸送経費 1,293万円

平成31年度 一般会計のおもな事業

　村の一般会計と特別会計（7会計
9勘定）の新年度予算が決定しまし
た。村に入るお金やその使い道につ
いて詳しくお知らせします。

■予算規模（前年度比）
　６．２％の増
　一般会計の予算額は、前年度より
3 億1,000万円増額の37億1,000万円
になりました。歳入・歳出の内容につ
いては、グラフ1・2を参照ください。
　特別会計の予算額は、6.4％減の
7 億3,350万円になりました。各会
計については、「特別会計予算額の
推移」を参照ください。
　一般会計、特別会計を合わせた予
算の総額は、6.2％増の44億4,350万
円となりました。

◆一般会計・歳入■グラフ１
　18.7％を占める村税のうち最も大
きなものは発電施設等に係る大規模
償却資産税で、3億7,862万円が計上
されていますが、前年に対し391万
円の減額としています。地方交付税
は前年度同額の9億5,000万円を計上
しています。村債は 4 億8,740万円
となり、前年度と比較して 1億60万
円の減額となりました。

◆一般会計・歳出■グラフ２
　平成31年度は、白川村第 6次総合
計画（後期）を引継いだ、『まち・ひと・
しごと創生「総合戦略」』の最終年
となります。総合計画から引き継い
だ基本目標である、「日本一美しい
村　白川郷」の実現に向け、 7つの
方針と20の戦略で定めた重要行政評
価指標の結果検証も踏まえ、真に必
要な事業への重点配分と急速に変化
する時勢に対応できる体制及び健全
財政の強化を図る取り組みを進める
ことを基本方針としました。
　経常的に支出しなければならない
義務的経費は、前年より2.2％増と
なりました。内訳としまして、扶助
費（7,080万円）及び公債費（ 3 億
4,549万円）が増額となりました。
　投資的経費のうち、普通建設事業
費が前年度より6.8％減額し 8 億
4,536万円となりました。事業費の
大きなものは、しゃくなげ荘移設事
業（ 1 億9,281万円）です。昨年度
に引き続き老朽化したしゃくなげ荘

を、さくら山荘に隣接した場所に建
設する工事費及び監理費を計上して
います。社会資本整備総合交付金事
業（ 2 億2,393万円）では、村道下
田内ケ戸線の改良事業や鳩谷馬狩線
落石対策事業、村有ロータリー除雪
車の更新など、通行の安全や快適性
を向上させる事業を予定していま
す。また防災の分野では南部 3班詰
所建築工事（1,482万円）、軽積載車
購入（385万円）や庄川護岸嵩上げ
及び貫見橋下流構造物除去工事
（5,350万円）により地域住民の安心・
安全を確保するための事業を予定し
ています
　観光面では、せせらぎ公園進入路
の新設や既存ゲート設備周辺の公園
化及びバスロータリーの整備
（2,500万円）を行い、渋滞緩和を目
指して事業を予定しています。そし
て、増加する観光客の安全確保のた
め、荻町城址に展望台等の整備
（3,316万円）を行います。また、白
山ブナの森キャンプ場工事や白山レ
イクサイトロッジ備品購入（1,393
万円）を行い白山周辺の観光ルート
を広げます。
　その他、国際茅葺き会議の経費
（1,200万円）や移住促進事業や健康増
進のための事業、障がい者・高齢者の
支援サービス事業を計上しています。

◆特別会計
　国民健康保険特別会計事業勘定
は、保険給付費を前年並みの13,465
万円とし、国保事業費納付金が試算
数値であるため、予備費に1,997万
円計上しました。直診勘定の部では、
これまでは医療用機械整備を行って
きたこともあり、前年に比べ140万
円の減額となっています。公共下水
道会計では、白川クリーンセンター
の機械設備の改修工事が完了したこ
とにより4,240万円減額しています。
介護保険特別会計においては、介護
施設等のサービス利用料において、
減額が見込まれているため、保険給
付費を1,405万円減額しています。
　この他の主要な事業については、
村の取組む主要施策として当村の
ホームページに掲載されています。
これらの予算の執行状況について
は、今後当誌面において公開してい
きます。

村　税
6億9,326万円
（18.7％）

村　債
4億8,740万円
（13.1％）

地方交付税
9億5,000万円
（25.6％）

その他
9億4,992万円
（25.6％）

国・県支出金
6億2,942円
（17.0％）

公債費
3億4,549万円
（9%）

普通建設事業費
8億4,537万円
（23%）

物件費
8億3,456万円
（22%）

補助費等
6億4,924万円
（17%）

積立金
1億4,003万円
（4%）

繰出金
1億6,558万円
（4%）

予備費
2,207万円（1％）

投資・出資・貸付金
3,000万円（1%）

災害復旧費
5万円（0％）

維持補修費
1億2,010万円（3%）

人件費
4億8,670万円
（13%）

扶助費
7,080万円
（2%）

義務的経費
（24%）

投資的経費
（23%）

その他の経費
（52%）

予備費
（1％）

1億9,720万円

1億9,900万円

介護保険
保険事業勘定

温泉開発
2,500万円
温泉開発
2,500万円

3,570万円3,570万円

6,620万円
2,860万円2,860万円

簡易水道6,240万円
6,390万円

国民健康保険
直診勘定 

1億9,800万円
国民健康保険
事業勘定

白弓スキー場
 1,530万円

1,510万円 公共下水道
1億3,040万円 後期高齢者医療後期高齢者医療

 3,200万円 3,200万円
3,280万円3,280万円

3,093万円3,093万円

320万円

310万円
介護保険サービス勘定
 300万円

1億1,940万円

2億3,570万円

2億1,180万円

1億1,100万円

1億8,500万円

8,800万円1,510万円

1億1,240万円

30年度29年度
9億4,353万円 7億8,380万円

31年度
7億3,350万円

2億4,060万円

0

2億

4億

6億

8億

10億

平成
31年度
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歳入総額　37億1,000万円

　一般会計歳入

歳出総額　37億1,000万円

　歳出性質別予算

特別会計予算額の推移

一般会計歳出目的別予算額

総額 ４４億４，３５０万円
全会計
白川村当初予算

（前年度比6.2％の増）

款 当初予算 構成比 対前年度増減額

 議 会 費 3,912万円 1.1％  443万円
 総 務 費 4億9,042万円 13.2％  △4,540万円
 民 生 費 5億1,004万円 13.7％  △9,320万円
 衛 生 費 1億5,793万円 4.3％  △256万円
 農林水産業費 5億7,720万円 15.6％  30,238万円
 商 工 費 5億1,733万円 13.9％  12,488万円
 土 木 費 5億3,280万円 14.4％  △1,746万円
 消 防 費 2億 885万円 5.6％  1,514万円
 教 育 費 3億 870万円 8.3％  735万円
 災害復旧費 5万円 0.0％  0万円
 公 債 費 3億4,549万円 9.3％  2,009万円
 予 備 費 2,207万円 0.6％  △565万円
 計 37億1,000万円 100.0％  31,000万円

■議 会 費
議会一般経費 511万円
■総 務 費
白川村新庁舎建設基金費 10,000万円
電算管理一般経費 2,513万円
一般管理一般経費 2,383万円
住民情報電算化事業 2,366万円
庁舎等管理一般経費 1,141万円
■民 生 費
しゃくなげ荘移設事業 19,281万円
しゃくなげ荘管理事業 3,691万円
介護保険事業勘定特別会計繰出金 2,899万円
後期高齢者医療費 2,404万円
児童手当支給事業 2,289万円
■衛 生 費
リサイクル運営経費 3,805万円
簡易水道特別会計繰出金 2,970万円
国保直診勘定特別会計繰出金 2,410万円
塵芥処理一般経費 2,154万円
予防事業一般経費 1,162万円
■農林水産業費
畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業 30,000万円
白山林道管理一般経費 11,329万円
公共林道改良事業 2,100万円
戸ヶ野用水清流発電施設管理経費 1,934万円

■商 工 費
せせらぎ公園管理事業 13,397万円
村内観光施設・トイレ管理事業 5,339万円
小水力発電施設管理経費 3,679万円
企業誘致政策関連経費 3,669万円
せせらぎ公園管理臨時経費 2,917万円
白山国立公園管理事業 2,132万円
■土 木 費
社会資本整備総合交付金事業 22,393万円
除雪関係事業 9,453万円
普通河川臨時経費 5,550万円
公共下水道特別会計繰出金 4,750万円
村道補修工事経費 4,306万円
■消 防 費
常備消防一般経費 10,736万円
消防施設管理経費 2,426万円
非常備消防一般経費 1,879万円
小型動力ポンプ積載車購入事業 385万円
消防資機材更新経費 246万円
■教 育 費
荻町伝建地区保存事業 4,521万円
白川郷学園管理一般経費 2,395万円
学校給食センター管理経費 2,353万円
保存財団事業補助金 1,700万円
児童生徒輸送経費 1,293万円

平成31年度 一般会計のおもな事業

　村の一般会計と特別会計（7会計
9勘定）の新年度予算が決定しまし
た。村に入るお金やその使い道につ
いて詳しくお知らせします。

■予算規模（前年度比）
　６．２％の増
　一般会計の予算額は、前年度より
3 億1,000万円増額の37億1,000万円
になりました。歳入・歳出の内容につ
いては、グラフ1・2を参照ください。
　特別会計の予算額は、6.4％減の
7 億3,350万円になりました。各会
計については、「特別会計予算額の
推移」を参照ください。
　一般会計、特別会計を合わせた予
算の総額は、6.2％増の44億4,350万
円となりました。

◆一般会計・歳入■グラフ１
　18.7％を占める村税のうち最も大
きなものは発電施設等に係る大規模
償却資産税で、3億7,862万円が計上
されていますが、前年に対し391万
円の減額としています。地方交付税
は前年度同額の9億5,000万円を計上
しています。村債は 4 億8,740万円
となり、前年度と比較して 1億60万
円の減額となりました。

◆一般会計・歳出■グラフ２
　平成31年度は、白川村第 6次総合
計画（後期）を引継いだ、『まち・ひと・
しごと創生「総合戦略」』の最終年
となります。総合計画から引き継い
だ基本目標である、「日本一美しい
村　白川郷」の実現に向け、 7つの
方針と20の戦略で定めた重要行政評
価指標の結果検証も踏まえ、真に必
要な事業への重点配分と急速に変化
する時勢に対応できる体制及び健全
財政の強化を図る取り組みを進める
ことを基本方針としました。
　経常的に支出しなければならない
義務的経費は、前年より2.2％増と
なりました。内訳としまして、扶助
費（7,080万円）及び公債費（ 3 億
4,549万円）が増額となりました。
　投資的経費のうち、普通建設事業
費が前年度より6.8％減額し 8 億
4,536万円となりました。事業費の
大きなものは、しゃくなげ荘移設事
業（ 1 億9,281万円）です。昨年度
に引き続き老朽化したしゃくなげ荘

を、さくら山荘に隣接した場所に建
設する工事費及び監理費を計上して
います。社会資本整備総合交付金事
業（ 2 億2,393万円）では、村道下
田内ケ戸線の改良事業や鳩谷馬狩線
落石対策事業、村有ロータリー除雪
車の更新など、通行の安全や快適性
を向上させる事業を予定していま
す。また防災の分野では南部 3班詰
所建築工事（1,482万円）、軽積載車
購入（385万円）や庄川護岸嵩上げ
及び貫見橋下流構造物除去工事
（5,350万円）により地域住民の安心・
安全を確保するための事業を予定し
ています
　観光面では、せせらぎ公園進入路
の新設や既存ゲート設備周辺の公園
化及びバスロータリーの整備
（2,500万円）を行い、渋滞緩和を目
指して事業を予定しています。そし
て、増加する観光客の安全確保のた
め、荻町城址に展望台等の整備
（3,316万円）を行います。また、白
山ブナの森キャンプ場工事や白山レ
イクサイトロッジ備品購入（1,393
万円）を行い白山周辺の観光ルート
を広げます。
　その他、国際茅葺き会議の経費
（1,200万円）や移住促進事業や健康増
進のための事業、障がい者・高齢者の
支援サービス事業を計上しています。

◆特別会計
　国民健康保険特別会計事業勘定
は、保険給付費を前年並みの13,465
万円とし、国保事業費納付金が試算
数値であるため、予備費に1,997万
円計上しました。直診勘定の部では、
これまでは医療用機械整備を行って
きたこともあり、前年に比べ140万
円の減額となっています。公共下水
道会計では、白川クリーンセンター
の機械設備の改修工事が完了したこ
とにより4,240万円減額しています。
介護保険特別会計においては、介護
施設等のサービス利用料において、
減額が見込まれているため、保険給
付費を1,405万円減額しています。
　この他の主要な事業については、
村の取組む主要施策として当村の
ホームページに掲載されています。
これらの予算の執行状況について
は、今後当誌面において公開してい
きます。
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【
職
員
紹
介
】

　4
月
1
日
よ
り
、
人
事
異
動
に
伴
い
6
名
の
新
し
い
職
員
が
配
属
と
な

り
ま
し
た
。

　美
し
い
風
土
、支
え
あ
う
暮
ら
し
、心
の
ふ
る
さ
と「
世
界
遺
産
白
川
郷
」

で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
る
と
と
も
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

　村
民
、
及
び
白
川
郷
を
訪
れ
る
観
光
客
の
皆
様
の
「
安
心
・
安
全
」
を

守
る
た
め
、
精
一
杯
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
春
の
火
災
予
防
運
動
に

　
　
　
　
　
　
　つ
い
て
】

　白
川
村
で
は
4
月
14
日（
日
）

か
ら
20
日（
土
）の
一
週
間
、
春

の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　春
先
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で

す
。
湿
度
・
風
速
等
の
状
況
に

よ
り
、
一
定
の
危
険
度
に
達
す

る
と「
火
災
警
報
」
が
発
令
さ

れ
ま
す
。
火
災
警
報
が
発
令
さ

れ
た
場
合
は
、
山
林
又
は
原
野

に
お
け
る
火
入
れ
や
喫
煙
を
は

じ
め
、
村
へ
の
届
出
に
か
か
わ

ら
ず
、
屋
外
で
の
火
の
取
り
扱

い
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。
防
災
無

線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

野
焼
き
な
ど
を
行
っ
て
い
る
場

合
は
、
途
中
で
も
速
や
か
に
消

火
を
お
願
い
し
ま
す
。

　わ
ず
か
な
火
の
気
で
も
、
大

き
な
火
災
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
、
火
災
予
防
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
だ
よ
り

消
防
署
だ
よ
り

消
防
署
だ
よ
り

平
成
三
十
一
年
度 

全
国
統
一
防
火
標
語

  

『
ひ
と
つ
ず
つ

　い
い
ね
！
で
確
認

　火
の
用
心
』

3月中の火災と救急　火災　0件　救急　9件　救助　0件

戸谷　友昭（４５歳）
消防司令（主幹）
前任地　大野分署

松下　将道（４２歳）
消防司令補（主査）

前任地　高山消防署 警防課

溝際　徳人（５８歳）
消防司令補（主査）
前任地　丹生川出張所

殿地　正幸（４７歳）
消防司令補（主査）
前任地　清見出張所

野 原 　誠（４４歳）
消防司令補（主査）
前任地　丹生川出張所

柿下　大輔（２４歳）
消防士（主事補）
前任地　大野分署

平成31年度 白川村消防辞令交付式
　4月1日（月）鳩谷体育館（旧白川小学校体育館）において、白川村消防団の辞令交付式が行われました。
辞令内容は次のとおりです。（　）は前階級、敬称略

退団辞令
 和　田　貴　親（本部部長）
 南　　　秀　彦（大郷部長）
 杉　垣　知　明（大郷団員）
 野　村　聖　人（中部団員）

入団辞令
　本　　部 佐久間　陽　暉（鳩　谷）
　大郷分団 高　桑　佑　典（鳩　谷）
　大郷分団　　　中　谷　大　地（芦　倉）
　中部分団　　　武　田　勇　太（荻　町）

進級辞令
　中部副分団長 脇　坂　　　力（同部長）
　大郷部長 阿　武　悦　司（同班長）
　中部部長 鈴　口　智　也（同班長）
　大郷部長 田　口　大　輔（同班長）
　大郷班長 白　木　久　司（同団員）
　大郷班長 森　井　啓一郎（同団員）
　中部班長 神　田　栄　治（同団員）
　本部班長 松　古　英　也（同団員）

異動辞令
　教育班副分団長 脇　坂　　力（中部副分団長）

任命辞令
　教育班 小　川　普　一（南部部長）　
　教育班 阿　武　悦　司（大郷部長）

●白川保育園　年少児

　上手　新太（陽介・敬子） 上手　春人（陽介・敬子） 原田那寿羽（隆介・満実穂）

　黒木　来華（雄太・文香） 佐藤　朝陽（謙・早央莉） 萩田　瑛太（隆男・広美）

　今藤鳳ノ介（大樹・ひかる） 池田　愛翔（優菜） 吉山　湊人（宏司・千帆）

　武田千結里（洋・美幸） 𠮷村　柚希（順一・真奈美） 下山　陽久（勝巳・薫）

　神田　紀子（将成・せなみ） 松古　希音（佳倫） 田𦚰寧音佳（秀俊・郁栄）

　手塚さとり（正太・芽衣）

●平瀬保育園　年少児

　根尾　結音（久美子） 小島　心衣（拓朗・あみ）

●白川郷学園 １年生

　池田　　椿（弘志・明美） 大谷　優斗（直之・公子） 黒木　風雅（雄太・文香）

　白木みおり（光成・ちほみ） 武田あみり（聖司・千恵美） 谷藤　柊成（一成・美佳）

　遠山　幸祐（祐太・沙織） 梨谷ゆうな（雄次郎・知子） 野島　正輝（将也・友紀）

　原田　顕誓（隆介・満実穂） 枡田奈津穂（隼也・文香） 南　　颯仁（昌和・和美）

　宮部　彩莉（俊輔・めぐみ） 𠮷村　莉愛（順一・真奈美） 脇坂　唯暖（力・知子）

　和田　夏凛（勇治・真佐美） 和田琉太郎（幾太郎・美保）

（敬称略）（保護者）

いけ だ　　　　つばき おおたに　　ゆう と くろ き 　　ふう が

しろ き　み　お　り たけ だ　あ　み　り たにふじ　 しゅうせい

とおやま　　こうすけ なしたに ゆ　う　な の じま　　まさ き

はら だ 　　けんせい ます だ　な　つ　ほ みなみ　　　　はやと

みや べ 　　あや り よしむら　　 り　お わきざか　　 ゆ のん

わ　だ　　　か りん わ　だりゅうた ろう

かみ で 　　あら た かみ で 　　はる と はら だ　な　ず　は

くろ き 　　らい か さ とう　　あさ ひ はぎ た 　　えい た

こんどうたか の すけ いけ だ 　　あい と よしやま　　みな と

たけ だ　ち　ゆ　り よしむら　　ゆず き しもやま　　あきひさ

かん だ　　　き　こ まつふる　　 き　の た わき ね　ね　か

て づか さ　と　り

ね　お 　　ゆい ね こ じま　　 こころ

新入園・新入学おめでとう

名前　鳩谷駐在所 大 橋 　功 巡査部長
前任　岐阜県警察　岐阜羽島警察署
　　　機動警ら係 兼 中部管区機動隊

出身　安八郡輪之内町

趣味　釣り

ドン チ 　　マサユキ ノ 　ハラ　　 マコト カキシタ　　ダイスケ

ト ダニ　　トモアキ ミゾギワ　　ノリヒト マツシタ　　マサミチ

教職員の異動（敬称略）

●お世話になりました　　（　　）は転任先
　校　長　水川　和彦（退職）　　　　　　　　教　頭　水船　達司（高山市立松倉中学校）
　山本　　克（高山市立久々野小学校） 山元　紀子（岐阜市立芥見東小学校） 吉川　征志（多治見市立南ヶ丘中学校）
　反中美紗子（高山市立三枝小学校） 久保田　香（関市立下有知小学校） 上條　　亘（下呂市立下呂中学校）
　蒲　希世子（飛騨市立古川中学校）

●よろしくお願いします　（　　）は前任地
　校　長　中村　裕幸（白川村立白川郷学園 副校長） 　副校長　深山　　学（飛騨市立古川中学校）
　木下　広雄（高山市立荘川中学校）　小林　雅士（高山市立山王小学校） 橋田　　怜（下呂市立馬瀬小学校）
　河渡恵弥子（高山市立清見中学校）　杉澤　美紀（郡上市立高鷲中学校） 早川　雅輝（新規採用）
　黒木亜由美（高山市立本郷小学校）

新任巡査部長紹介
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【
職
員
紹
介
】

　4
月
1
日
よ
り
、
人
事
異
動
に
伴
い
6
名
の
新
し
い
職
員
が
配
属
と
な

り
ま
し
た
。

　美
し
い
風
土
、支
え
あ
う
暮
ら
し
、心
の
ふ
る
さ
と「
世
界
遺
産
白
川
郷
」

で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
る
と
と
も
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

　村
民
、
及
び
白
川
郷
を
訪
れ
る
観
光
客
の
皆
様
の
「
安
心
・
安
全
」
を

守
る
た
め
、
精
一
杯
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
春
の
火
災
予
防
運
動
に

　
　
　
　
　
　
　つ
い
て
】

　白
川
村
で
は
4
月
14
日（
日
）

か
ら
20
日（
土
）の
一
週
間
、
春

の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　春
先
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で

す
。
湿
度
・
風
速
等
の
状
況
に

よ
り
、
一
定
の
危
険
度
に
達
す

る
と「
火
災
警
報
」
が
発
令
さ

れ
ま
す
。
火
災
警
報
が
発
令
さ

れ
た
場
合
は
、
山
林
又
は
原
野

に
お
け
る
火
入
れ
や
喫
煙
を
は

じ
め
、
村
へ
の
届
出
に
か
か
わ

ら
ず
、
屋
外
で
の
火
の
取
り
扱

い
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。
防
災
無

線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

野
焼
き
な
ど
を
行
っ
て
い
る
場

合
は
、
途
中
で
も
速
や
か
に
消

火
を
お
願
い
し
ま
す
。

　わ
ず
か
な
火
の
気
で
も
、
大

き
な
火
災
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
、
火
災
予
防
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
だ
よ
り

消
防
署
だ
よ
り

消
防
署
だ
よ
り

平
成
三
十
一
年
度 

全
国
統
一
防
火
標
語

  

『
ひ
と
つ
ず
つ

　い
い
ね
！
で
確
認

　火
の
用
心
』

3月中の火災と救急　火災　0件　救急　9件　救助　0件

戸谷　友昭（４５歳）
消防司令（主幹）
前任地　大野分署

松下　将道（４２歳）
消防司令補（主査）

前任地　高山消防署 警防課

溝際　徳人（５８歳）
消防司令補（主査）
前任地　丹生川出張所

殿地　正幸（４７歳）
消防司令補（主査）
前任地　清見出張所

野 原 　誠（４４歳）
消防司令補（主査）
前任地　丹生川出張所

柿下　大輔（２４歳）
消防士（主事補）
前任地　大野分署

平成31年度 白川村消防辞令交付式
　4月1日（月）鳩谷体育館（旧白川小学校体育館）において、白川村消防団の辞令交付式が行われました。
辞令内容は次のとおりです。（　）は前階級、敬称略

退団辞令
 和　田　貴　親（本部部長）
 南　　　秀　彦（大郷部長）
 杉　垣　知　明（大郷団員）
 野　村　聖　人（中部団員）

入団辞令
　本　　部 佐久間　陽　暉（鳩　谷）
　大郷分団 高　桑　佑　典（鳩　谷）
　大郷分団　　　中　谷　大　地（芦　倉）
　中部分団　　　武　田　勇　太（荻　町）

進級辞令
　中部副分団長 脇　坂　　　力（同部長）
　大郷部長 阿　武　悦　司（同班長）
　中部部長 鈴　口　智　也（同班長）
　大郷部長 田　口　大　輔（同班長）
　大郷班長 白　木　久　司（同団員）
　大郷班長 森　井　啓一郎（同団員）
　中部班長 神　田　栄　治（同団員）
　本部班長 松　古　英　也（同団員）

異動辞令
　教育班副分団長 脇　坂　　力（中部副分団長）

任命辞令
　教育班 小　川　普　一（南部部長）　
　教育班 阿　武　悦　司（大郷部長）

●白川保育園　年少児

　上手　新太（陽介・敬子） 上手　春人（陽介・敬子） 原田那寿羽（隆介・満実穂）

　黒木　来華（雄太・文香） 佐藤　朝陽（謙・早央莉） 萩田　瑛太（隆男・広美）

　今藤鳳ノ介（大樹・ひかる） 池田　愛翔（優菜） 吉山　湊人（宏司・千帆）

　武田千結里（洋・美幸） 𠮷村　柚希（順一・真奈美） 下山　陽久（勝巳・薫）

　神田　紀子（将成・せなみ） 松古　希音（佳倫） 田𦚰寧音佳（秀俊・郁栄）

　手塚さとり（正太・芽衣）

●平瀬保育園　年少児

　根尾　結音（久美子） 小島　心衣（拓朗・あみ）

●白川郷学園 １年生

　池田　　椿（弘志・明美） 大谷　優斗（直之・公子） 黒木　風雅（雄太・文香）

　白木みおり（光成・ちほみ） 武田あみり（聖司・千恵美） 谷藤　柊成（一成・美佳）

　遠山　幸祐（祐太・沙織） 梨谷ゆうな（雄次郎・知子） 野島　正輝（将也・友紀）

　原田　顕誓（隆介・満実穂） 枡田奈津穂（隼也・文香） 南　　颯仁（昌和・和美）

　宮部　彩莉（俊輔・めぐみ） 𠮷村　莉愛（順一・真奈美） 脇坂　唯暖（力・知子）

　和田　夏凛（勇治・真佐美） 和田琉太郎（幾太郎・美保）

（敬称略）（保護者）

いけ だ　　　　つばき おおたに　　ゆう と くろ き 　　ふう が

しろ き　み　お　り たけ だ　あ　み　り たにふじ　 しゅうせい

とおやま　　こうすけ なしたに ゆ　う　な の じま　　まさ き

はら だ 　　けんせい ます だ　な　つ　ほ みなみ　　　　はやと

みや べ 　　あや り よしむら　　 り　お わきざか　　 ゆ のん

わ　だ　　　か りん わ　だりゅうた ろう

かみ で 　　あら た かみ で 　　はる と はら だ　な　ず　は

くろ き 　　らい か さ とう　　あさ ひ はぎ た 　　えい た

こんどうたか の すけ いけ だ 　　あい と よしやま　　みな と

たけ だ　ち　ゆ　り よしむら　　ゆず き しもやま　　あきひさ

かん だ　　　き　こ まつふる　　 き　の た わき ね　ね　か

て づか さ　と　り

ね　お 　　ゆい ね こ じま　　 こころ

新入園・新入学おめでとう

名前　鳩谷駐在所 大 橋 　功 巡査部長
前任　岐阜県警察　岐阜羽島警察署
　　　機動警ら係 兼 中部管区機動隊

出身　安八郡輪之内町

趣味　釣り

ドン チ 　　マサユキ ノ 　ハラ　　 マコト カキシタ　　ダイスケ

ト ダニ　　トモアキ ミゾギワ　　ノリヒト マツシタ　　マサミチ

教職員の異動（敬称略）

●お世話になりました　　（　　）は転任先
　校　長　水川　和彦（退職）　　　　　　　　教　頭　水船　達司（高山市立松倉中学校）
　山本　　克（高山市立久々野小学校） 山元　紀子（岐阜市立芥見東小学校） 吉川　征志（多治見市立南ヶ丘中学校）
　反中美紗子（高山市立三枝小学校） 久保田　香（関市立下有知小学校） 上條　　亘（下呂市立下呂中学校）
　蒲　希世子（飛騨市立古川中学校）

●よろしくお願いします　（　　）は前任地
　校　長　中村　裕幸（白川村立白川郷学園 副校長） 　副校長　深山　　学（飛騨市立古川中学校）
　木下　広雄（高山市立荘川中学校）　小林　雅士（高山市立山王小学校） 橋田　　怜（下呂市立馬瀬小学校）
　河渡恵弥子（高山市立清見中学校）　杉澤　美紀（郡上市立高鷲中学校） 早川　雅輝（新規採用）
　黒木亜由美（高山市立本郷小学校）

新任巡査部長紹介
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すこやかだよりすこやかだより Ｖｏｌ．85Ｖｏｌ．85
保 健 師
管理栄養士さんからの
お知らせ

　風しんのまん延を防ぐために、以下の方を対象とした風しん抗体検査を行っています（公費）。抗体検
査の結果、風しんへの抵抗力がないこと（抗体なし）が分かった場合、風しんの予防接種を行います（公費）。
対象　予防接種を受ける機会のなかった、昭和37年4月2日～昭和54年4月1日の間に生まれた男性
受診方法　対象となる方へは2月下旬に案内を郵送しています。

診療所に抗体検査の予約をし、同封の受診票を持参して受診ください。
・白川診療所（月・水・金）　☎ 6-1019　　・平瀬診療所（火・木）　☎ 5-2019
※やむを得ず、村内の診療所で抗体検査を受けることができない方は、村民課までご連絡ください。

目的　風しんは、妊娠している女性がかかると、生まれてくる赤ちゃんに、耳が聞こえにくい、目が
見えにくい、生まれつき心臓に病気があるといった「先天性風しん症候群」という病気にかかっ
てしまうことがあります。また、妊娠している女性以外でも、大人がかかると、発熱や発疹の
期間が子どもに比べて長く、また関節痛がひどいことが多いとされており、一週間以上仕事を
休まなければいけない場合もあります。そのため、風しんのまん延を防ぐために、これまで予
防接種を受ける機会のなかった昭和37年4月2日～昭和54年4月1日の間に生まれた男性に向けて
行われることになりました。　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】村民課　☎ 6-1311

　妊婦さんや子育て中のママが、仲間づくりや憩いの場として、気軽に集える“ママと赤ちゃんのサ
ロン”に来ませんか？保健師、管理栄養士がいますので、育児・健康に関する相談も行っています。
【対象】妊婦さん、生後1か月（1か月健診を終了していること）～生後1歳半までのお子さんとママ
【日時】4月12日（金）、5月10日（金）15:00～16:00（出入り自由ですが、15:30までにお越しください。）
【場所】鳩谷体育館　保健指導室
　　　　申込みの必要はありません。　　　お問い合わせ先【村民課　☎ 6-1311】

“ママと赤ちゃんのサロン”４月・５月の予定

子宮頸がん・乳がん・骨粗しょう症検診のご案内

【日時・場所】　5月17日（金）　午前10：15 ～ 11：00　平瀬体育館（旧平瀬小学校体育館）
　　　　　　　　　　　　　 午後　1：00 ～ 　1：45　鳩谷体育館（旧白川小学校体育館）

【申 し 込 み】　申し込みは不要です。当日、受け付けします。
【次回の検診】　9月10日（火）　受付時間　午後 1：15～２：00　鳩谷体育館（鳩谷体育館での開催のみ）
【お問い合わせ先】　村民課　☎ 6-1311

  対象年齢（年齢基準：令和2年3月31日での年齢） 料　金
 子宮頸がん検診 20～69歳 1,000円
  

70歳以上 300円

 乳がん検診 30～39歳、50～69歳 1,000円
  40～49歳 1,200円
  

70歳以上 300円
  
 骨粗しょう症検診 40～69歳の女性 700円
  70歳以上の女性 300円

●子宮全摘の方は、子宮頸部の細胞が採取できない
　ので、お控えください。

●妊娠中や妊娠の疑いのある方、授乳中の方、ペース
　メーカーや治療のためカテーテルを挿入している方、
　豊胸手術をされた方は受けることができません。
 

昭和37年4月2日～昭和54年4月1日の間に生まれた男性のみなさん

３月に風しん抗体検査を受けていない方は、早めに検査を受けましょう！
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ふれあい研修会
　 2月26日（火）、南部地区文化会館にて「ふれ
あい研修会」が行われました。役場村民課  藤田
管理栄養士から「口からはじまる健康長寿」と
題して、普段の食事にて気を付けなければなら
ない事や、誰でもできる口腔体操等の説明や実
績があります。

みんなのスポーツ（敬称略） 活躍した選手の皆さんを紹介します！

第53回 平湯温泉大滝山ジュニア
　　　　 アルペンスキー競技大会結果
日時：平成31年3月21日（木）
会場：平湯温泉スキー場
種目：大回転競技

（小学生５・６年男子）
　６位　新谷　凌也　白川郷Jr.スキークラブ
（小学生５・６年女子）
　１位　鈴口　真央　白川郷Jr.スキークラブ

第８回 大原スプリングユース大会
日時：平成31年3月31日（日）
会場：大原スキー場（新潟県）
種目：回転

（K１女子）
　１位　鈴口　真央　白川郷Jr.スキークラブ

第５回 村民卓球大会
3月15日（金）　平瀬体育館
主催：白川村体育協会卓球部

総合優勝　　高桑佑典

（小学生の部）
　優勝　小坂　柚輝
　２位　大塚　遼翔
　３位　新谷　凌也
（一般の部）ＡＢブロック
　優勝　高桑　佑典
　２位　坂下　芽唯
　３位　坂下　昭仁
（一般の部）ＣＤブロック
　優勝　木下　達貴
　２位　長田　明佳
　３位　山崎　裕太

白川キッズサッカークラブ 

 　きりん組のみんな 卒園おめでとう！

　3月28日（木）、年長の子どもたち最後のキッズサッカーが
行われました。
　みんな、とても上手になり大変にたくましくなりました。
　子どもたちは、たくさんサッカーを楽しんで、たくさん楽
しい思い出ができました。



すこやかだよりすこやかだより Ｖｏｌ．85Ｖｏｌ．85
保 健 師
管理栄養士さんからの
お知らせ

　風しんのまん延を防ぐために、以下の方を対象とした風しん抗体検査を行っています（公費）。抗体検
査の結果、風しんへの抵抗力がないこと（抗体なし）が分かった場合、風しんの予防接種を行います（公費）。
対象　予防接種を受ける機会のなかった、昭和37年4月2日～昭和54年4月1日の間に生まれた男性
受診方法　対象となる方へは2月下旬に案内を郵送しています。

診療所に抗体検査の予約をし、同封の受診票を持参して受診ください。
・白川診療所（月・水・金）　☎ 6-1019　　・平瀬診療所（火・木）　☎ 5-2019
※やむを得ず、村内の診療所で抗体検査を受けることができない方は、村民課までご連絡ください。

目的　風しんは、妊娠している女性がかかると、生まれてくる赤ちゃんに、耳が聞こえにくい、目が
見えにくい、生まれつき心臓に病気があるといった「先天性風しん症候群」という病気にかかっ
てしまうことがあります。また、妊娠している女性以外でも、大人がかかると、発熱や発疹の
期間が子どもに比べて長く、また関節痛がひどいことが多いとされており、一週間以上仕事を
休まなければいけない場合もあります。そのため、風しんのまん延を防ぐために、これまで予
防接種を受ける機会のなかった昭和37年4月2日～昭和54年4月1日の間に生まれた男性に向けて
行われることになりました。　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】村民課　☎ 6-1311

　妊婦さんや子育て中のママが、仲間づくりや憩いの場として、気軽に集える“ママと赤ちゃんのサ
ロン”に来ませんか？保健師、管理栄養士がいますので、育児・健康に関する相談も行っています。
【対象】妊婦さん、生後1か月（1か月健診を終了していること）～生後1歳半までのお子さんとママ
【日時】4月12日（金）、5月10日（金）15:00～16:00（出入り自由ですが、15:30までにお越しください。）
【場所】鳩谷体育館　保健指導室
　　　　申込みの必要はありません。　　　お問い合わせ先【村民課　☎ 6-1311】

“ママと赤ちゃんのサロン”４月・５月の予定

子宮頸がん・乳がん・骨粗しょう症検診のご案内

【日時・場所】　5月17日（金）　午前10：15 ～ 11：00　平瀬体育館（旧平瀬小学校体育館）
　　　　　　　　　　　　　 午後　1：00 ～ 　1：45　鳩谷体育館（旧白川小学校体育館）

【申 し 込 み】　申し込みは不要です。当日、受け付けします。
【次回の検診】　9月10日（火）　受付時間　午後 1：15～２：00　鳩谷体育館（鳩谷体育館での開催のみ）
【お問い合わせ先】　村民課　☎ 6-1311

  対象年齢（年齢基準：令和2年3月31日での年齢） 料　金
 子宮頸がん検診 20～69歳 1,000円
  

70歳以上 300円

 乳がん検診 30～39歳、50～69歳 1,000円
  40～49歳 1,200円
  

70歳以上 300円
  
 骨粗しょう症検診 40～69歳の女性 700円
  70歳以上の女性 300円

●子宮全摘の方は、子宮頸部の細胞が採取できない
　ので、お控えください。

●妊娠中や妊娠の疑いのある方、授乳中の方、ペース
　メーカーや治療のためカテーテルを挿入している方、
　豊胸手術をされた方は受けることができません。
 

昭和37年4月2日～昭和54年4月1日の間に生まれた男性のみなさん

３月に風しん抗体検査を受けていない方は、早めに検査を受けましょう！
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ふれあい研修会
　 2月26日（火）、南部地区文化会館にて「ふれ
あい研修会」が行われました。役場村民課  藤田
管理栄養士から「口からはじまる健康長寿」と
題して、普段の食事にて気を付けなければなら
ない事や、誰でもできる口腔体操等の説明や実
績があります。

みんなのスポーツ（敬称略） 活躍した選手の皆さんを紹介します！

第53回 平湯温泉大滝山ジュニア
　　　　 アルペンスキー競技大会結果
日時：平成31年3月21日（木）
会場：平湯温泉スキー場
種目：大回転競技

（小学生５・６年男子）
　６位　新谷　凌也　白川郷Jr.スキークラブ
（小学生５・６年女子）
　１位　鈴口　真央　白川郷Jr.スキークラブ

第８回 大原スプリングユース大会
日時：平成31年3月31日（日）
会場：大原スキー場（新潟県）
種目：回転

（K１女子）
　１位　鈴口　真央　白川郷Jr.スキークラブ

第５回 村民卓球大会
3月15日（金）　平瀬体育館
主催：白川村体育協会卓球部

総合優勝　　高桑佑典

（小学生の部）
　優勝　小坂　柚輝
　２位　大塚　遼翔
　３位　新谷　凌也
（一般の部）ＡＢブロック
　優勝　高桑　佑典
　２位　坂下　芽唯
　３位　坂下　昭仁
（一般の部）ＣＤブロック
　優勝　木下　達貴
　２位　長田　明佳
　３位　山崎　裕太

白川キッズサッカークラブ 

 　きりん組のみんな 卒園おめでとう！

　3月28日（木）、年長の子どもたち最後のキッズサッカーが
行われました。
　みんな、とても上手になり大変にたくましくなりました。
　子どもたちは、たくさんサッカーを楽しんで、たくさん楽
しい思い出ができました。



～白川村第二次総合戦略アンケート及び　　　
　　　　　　　　議会説明会を実施しました～

　村は第二次総合戦略の策定に向け、村

民の意向を把握し基礎資料とすることを

目的として、人口減少の大きな要因と

なっている社会減少（転入と転出の差が

マイナスの場合をいう）に影響を及ぼす

年齢層（15歳から40歳）の住民や直近 5

年間の移住者を対象に、このたびアン

ケート調査を実施しました。

　村の「満足度」に関しては、全体的

に、「自然環境」「積雪・越冬対策」に対

する満足度が総じて高く、「買物・娯楽」

に対する満足度が突出して低いことがわ

かりました。また、定住者と異なって、

移住者は「学校教育」に対する満足度が

若干低く、「村営住宅等整備」（住まい）

に対する不満を抱いていることがわかり

ました。

　また、 3月13日（水）には、村議会議員

に第二次総合戦略の策定概要や進捗状況の

説明会を開催しました。アンケート調査か

ら分析した村の現状課題や、次期総合戦略

の骨子、施策立案の体制、部会の進捗を説

明しました。議事では、移住者や移住希望

者が村民と融和するためには、受け入れ側

の意識改革や村ルールの明文化が必要であ

ることや、現在年間で20人程の人口減に歯

止めをかける方向性について、「移住者を

増やす」・「出生率を上げる」・「健康寿命を

伸ばす」といった総合的で多方面な戦略を

展開していくことが議論されました。

表－１　白川村の生活に関する「満足している項目」と
　　　　「不満足な項目」の分析

写真－１　白川村第二次総合戦略議会説明会の様子

お問い合わせ先：白川村観光振興課 産業振興係　TEL 6－1311
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　村では、定住人口の増加、地域の活性化及び地域力の向上、地域資源を活用したモノづくり等への
支援として、下記のとおり補助金制度を設けています。是非ご活用ください。
　ご不明な点等ございましたら、白川村観光振興課（05769－6－1311）までお問合せください。

地域活性化と定住促進に係る補助金制度について

若者等通勤就職者助成金 村内に住所をおき村外に通年にわたり安定的に雇用され、社
会通念上月の就業すべき日数勤務し、通勤就労している方
（満40歳未満）に対し、通勤費を月 2万円助成します（但し、
一般道を片道40㎞以上走行または高速道路を利用し、村以外
に通勤されている方が対象）。

空き家再生活用事業補助金 ① 改修費助成　改修費の 1/2　上限300万円　
② 購入費助成　購入費の 1/3　上限100万円
③ 賃借費助成　賃借料の 1/3　上限15千円／月　最長36カ月

地域ブランド開発支援事業補助金 特産品の開発、サービスの構築など、村民が抱いている地域
ブランドづくりの実現に向けた調査・研究・開発に係る経費
の一部を補助します。
① 補助率100％（上限50万円）
② 原則、年間 1団体もしくは個人

起業者支援事業補助金 特産品の製造・販売・飲食及びサービス等を行う施設、また
は、村民のために利便性があり、より豊かな生活環境を提供
する施設等の整備に係る経費の一部を補助します。
① 補助率100％（上限300万円）
② 原則、年間 1団体もしくは個人

民間賃貸住宅居住者助成事業 村の定住人口の増加を図るため、村が指定する民間賃貸住宅
（現在はドミール白川のみ）に新たに居住する方に対し、予
算の範囲内において民間賃貸住宅居住助成金を交付します。
① 家賃の 1か月相当分（上限 4万円）
② 村に住所を有し、契約者が入居者自身である場合対象と
なります。

村づくり活動支援事業補助金 白川村に住所を有する村民で構成される 3人以上の有志の団
体であり、村づくり又は地域づくりのための活動を行う団体
が創意と工夫にあふれた自主的・主体的な活動に対して、予
算の範囲内において補助金を交付します。また、補助対象と
なる活動事業は、村及び村関係機関から他の補助金等の助成
を受けていない活動を対象とします。
補助率 1/2以内（上限50万円）

補 助 金 名 対 象 及 び 補 助 内 容
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お問い合わせ先：白川村観光振興課 産業振興係　TEL 6－1311
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　村では、定住人口の増加、地域の活性化及び地域力の向上、地域資源を活用したモノづくり等への
支援として、下記のとおり補助金制度を設けています。是非ご活用ください。
　ご不明な点等ございましたら、白川村観光振興課（05769－6－1311）までお問合せください。

地域活性化と定住促進に係る補助金制度について

若者等通勤就職者助成金 村内に住所をおき村外に通年にわたり安定的に雇用され、社
会通念上月の就業すべき日数勤務し、通勤就労している方
（満40歳未満）に対し、通勤費を月 2万円助成します（但し、
一般道を片道40㎞以上走行または高速道路を利用し、村以外
に通勤されている方が対象）。

空き家再生活用事業補助金 ① 改修費助成　改修費の 1/2　上限300万円　
② 購入費助成　購入費の 1/3　上限100万円
③ 賃借費助成　賃借料の 1/3　上限15千円／月　最長36カ月

地域ブランド開発支援事業補助金 特産品の開発、サービスの構築など、村民が抱いている地域
ブランドづくりの実現に向けた調査・研究・開発に係る経費
の一部を補助します。
① 補助率100％（上限50万円）
② 原則、年間 1団体もしくは個人

起業者支援事業補助金 特産品の製造・販売・飲食及びサービス等を行う施設、また
は、村民のために利便性があり、より豊かな生活環境を提供
する施設等の整備に係る経費の一部を補助します。
① 補助率100％（上限300万円）
② 原則、年間 1団体もしくは個人

民間賃貸住宅居住者助成事業 村の定住人口の増加を図るため、村が指定する民間賃貸住宅
（現在はドミール白川のみ）に新たに居住する方に対し、予
算の範囲内において民間賃貸住宅居住助成金を交付します。
① 家賃の 1か月相当分（上限 4万円）
② 村に住所を有し、契約者が入居者自身である場合対象と
なります。

村づくり活動支援事業補助金 白川村に住所を有する村民で構成される 3人以上の有志の団
体であり、村づくり又は地域づくりのための活動を行う団体
が創意と工夫にあふれた自主的・主体的な活動に対して、予
算の範囲内において補助金を交付します。また、補助対象と
なる活動事業は、村及び村関係機関から他の補助金等の助成
を受けていない活動を対象とします。
補助率 1/2以内（上限50万円）

補 助 金 名 対 象 及 び 補 助 内 容
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荻町交通対策委員会を開催しました荻町交通対策委員会を開催しました
　 2月27日（水）に荻町交通対策委員会が開催されました。近年増加傾向にある訪日外国人旅行客
のFIT（個人旅行）により荻町集落内に車両が進入してしまうケースについて協議されました。今
後荻町交通対策委員会では国道等に設置される道路標識看板の見直しを進めるほか、下記の対策を
講じてまいります。

• 村と中日本高速道路株式会社との連携
　　① SAやPAにおけるポスター及びチラシの掲示や設置
　　② ハイウェイラジオ、エリアコンシェルジュによる案内
　　③ 懸垂幕の設置（下り線ぎふ大和PA付近）
• 村と中日本高速道路と高山消防署白川出張所との連携
　　① 混雑時における緊急車両の動線確保（緊急道の活用）
　　② 混雑時におけるヘリポートの確保（白川郷ICヘリポートの活用）
• その他の取り組み
　　① 村道鳩谷寺尾線における落石や倒木等の処理
　　② バリケード設置（白川郷IC料金所、戸ヶ野上り口）
　　③ 訪日外国人観光客レンタカー向け駐車場案内マップの配布

その他ご意見
・全国レンタカー協会への周知徹底。
・集落内へ進入したレンタカーに荻町住民が地図等で駐車場の場所を教えられるよう案内チラシを
準備する。
・マイカーの公安規制を引き続き検討する。

　今後も回数を重ね、よりよい方法を検討していきたいと思います。

◆  ご家庭の廃棄物を回収するには、村の「一般廃棄物収集運搬業

許可」や委託が必要です（遺品整理において発生した廃棄物も同様で

す）。産業廃棄物収集運搬業の許可や古物商の許可では回収でき

ません。 

◆ 無料と言いながら高額な処理料金を請求された事例もあります。 

 

白川村 一般廃棄物収集運搬業許可業者 

（有）荘白川クリーン　TEL 5－2169

平成30年度「清流の国ぎふ」
　　　　　観光回廊づくり推進事業補助金の報告

　平成30年度、岐阜県回廊補助金を活用して、観光通訳ガイド用のジャケットとTシャツを作成しました。
観光イベント等で通訳ガイドに着ていただき、訪日観光客の方に見分けがつくように作成しました。
今後は通訳ガイドを設置するイベント等で使用していきます。

　このスタッフジャケット・Tシャツは、岐阜県から補助金を受けて整備したものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白川村観光振興課　６－１３１１

ジャケット（白川郷ライトアップにて） Ｔシャツ

2019年ゴールデンウィークにおける交通対策

白川村観光振興課
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・集落内へ進入したレンタカーに荻町住民が地図等で駐車場の場所を教えられるよう案内チラシを
準備する。
・マイカーの公安規制を引き続き検討する。

　今後も回数を重ね、よりよい方法を検討していきたいと思います。

◆  ご家庭の廃棄物を回収するには、村の「一般廃棄物収集運搬業

許可」や委託が必要です（遺品整理において発生した廃棄物も同様で

す）。産業廃棄物収集運搬業の許可や古物商の許可では回収でき

ません。 

◆ 無料と言いながら高額な処理料金を請求された事例もあります。 

 

白川村 一般廃棄物収集運搬業許可業者 

（有）荘白川クリーン　TEL 5－2169

平成30年度「清流の国ぎふ」
　　　　　観光回廊づくり推進事業補助金の報告

　平成30年度、岐阜県回廊補助金を活用して、観光通訳ガイド用のジャケットとTシャツを作成しました。
観光イベント等で通訳ガイドに着ていただき、訪日観光客の方に見分けがつくように作成しました。
今後は通訳ガイドを設置するイベント等で使用していきます。

　このスタッフジャケット・Tシャツは、岐阜県から補助金を受けて整備したものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白川村観光振興課　６－１３１１

ジャケット（白川郷ライトアップにて） Ｔシャツ

2019年ゴールデンウィークにおける交通対策

白川村観光振興課



～ vol.7～

　まずはじめに、今回これだけは伝えたいという点があります。
それは “介護施設＝姥捨て山ではない” ということです。

そんな事思ってないよ！という方ももちろんいらっしゃると思います。そうした方は再確認、という気
持ちで読み進めてもらえたら幸いです。
　介護施設に入居される高齢者の方というのは、当たり前ですが我々と同じ様に普通に暮らしを送って
きた方たちです。そうした方の中で、たまたま介護の重度化や認知症、病気など様々な理由によって在
宅で暮らすことが困難になった方が専門職員のサポートを得ながら今までと同じような暮らしをする場
所、それが介護施設なのです。どうしても介護施設への入居や利用となるとネガティブなイメージを持
たれる方もいらっしゃいますが、“安心して生活が送れる自由の場”というのが介護施設の本質であり、

そういう意味では入居先ではなく引越し先であると私たちは考えて
います。
　介護施設が行き場の無い高齢者の収容所ではなく暮らしの継続の
場の１つとして認識されるように、そして今後、在宅での生活が困
難と感じてきた方の『終の棲家（ついのすみか）』として瀬音さく
ら山荘を選んでいただけるように介護施設の本質を伝え、実践し続
けていきたいと思います。

M．S　

　いよいよ新年度がスタートしました。平成の時代もあと1ヶ月を切り、なんとなくソワソワし始めたのは私
だけではないと思います。
　さて今回は、「施設介護」についてお話をさせていただきたいと思います。
　

さくら便り

平成３０年度 白山山岳救助隊合同雪上訓練
　3月9日土曜日、馬狩地内にて白山山岳救助隊・
高山市消防本部山岳救助班・高山警察署山岳警備
隊飛騨方面隊合同の訓練を、指導者に高山警察署
逢坂警部補を迎え、バックカントリースキーをは
じめとした冬山登山者の遭難に対応するため市消
防本部が整備した救助用資機材の使用方法・被災
現場における要点解説・実際に使用した演習とし
て、10名の救助隊員を含めた総勢18名により実
施しました。
　バックカントリースキーについては賛否両論あ
りますが、雪上のアクティビティとして近年人気
を博しており、現に何十人という登山者が登山環
境整備の有無にかかわらず入山する日もありま
す。そのような状況下において山岳救助隊では、
馬狩地内を重点的に登山届の提出を呼びかける安
全啓発活動を実施しています。
登山者の自己責任はもちろん問われますが、毎年
発生する冬山遭難に対して警察からの要請により
救助を支援する必要性が高まっています。幾度と

救助の現場に出動されている指導者から現況に応
じた訓練を受けることにより、現場で動じない精
神力と救助者自身が被害に遭わない技術を身に着
け有事に備えるようにしていますが、この努力が
結果として必要のない
努力で済むことを
願うばかりです。

広報しらかわ　2019.415 2019.4　広報しらかわ 14
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INFORMATION 暮らしの情報 村からのお知らせのほか、国や県などの情報を紹介します

行政相談員に木下喜実雄さん
が委嘱（再任）されました
　皆さん「行政相談員」をご存知です
か？行政相談員は、総務大臣が特にお
願いして国の役所などに対する苦情、
要望などの相談相手となってもらってい
る民間の有識者です。私たちの村では、
木下喜実雄さんが委嘱されました。毎
月定例相談所を開いているほか、電話・
手紙でも相談に応じます。相談は無料
で秘密は守られますので、お気軽にご
利用ください。

８０２０運動達成者表彰
候補者募集
　国や歯科医師会では、「80歳になっ
ても自分の歯を20本以上保ちましょう」
という「８０２０運動」を推進しています。
飛騨口腔保健協議会では、８０２０運
動の達成者を表彰していますので、該当
される方はぜひご応募ください。
▼対象者
　2019年4月1日現在80歳以上の方
で、20本以上自分の歯がある高山市・
飛騨市・白川村在住者（これまでに表
彰を受けられた方は除きます）

▼申込方法
　飛騨管内にある歯科医で、2019年
5月31日までに歯科検診（無料）を受
診してください。
▼問い合わせ先
　飛騨口腔保健協議会事務局
　☎０５７７－３５－３１６０

平成31年度執行官採用選考
▼受付期間　3月7日（木）～3月20日（水）
　　　　　（3月20日消印有効）
　◎申込書は、簡易書留郵便で提出し
　てください。（持参可）。
▼筆記試験　4月10日（水）
　　憲法、執行官法、民法、民事訴訟
法、民事執行法、民事保全法及び刑
法に関する理論、実務知識及びそれ
らの応用能力について、筆記試験を
次のとおり行います。論文式試験に
おいては、六法の使用を認めます。
　　択一試験、論文式試験
　面接試験　筆記試験の合格者に対
し、5月上旬までに試験日時等を通
知します。
▼試験場所　岐阜地方裁判所
▼合格発表　選考合格者に対し、5月
下旬までに試験日時等を通知します。
▼採用予定裁判所　岐阜地方裁判所
▼採用予定人員　1人程度
▼選考申込方法　応募書類を岐阜地方
裁判所事務局総務課人事第一係宛
て簡易書留郵便で提出してください。
（持参可）

▼問い合わせ先
　岐阜地方裁判所事務局総務課
　人事第一係
　岐阜市美江寺町2-4-1
　☎０５８－２６２－５１２３（直通）

裁判所からのお知らせ
　裁判所では、国民の皆様に新しくで
きた制度や裁判手続を知っていただく
ために、毎月テーマを定めて、裁判所
ウェブサイト（http://www.courts.go.
jp/index.html）でご案内しております。
5月のテーマは「裁判員制度10周年！！」
です。ぜひご覧ください。
▼問い合わせ先
　岐阜地方裁判所事務局総務課
　☎０５８－２６２－５１２２

18歳になったら選挙に
行きましょう
　平成28年6月より、選挙権年齢が満
18歳以上に引き下げられています。
　選挙は国民が政治に参加できる、み
んなでこの社会について考え、意思を
示す大事な機会となります。
　この機会を無駄にすることなく、社
会を担う一員として、国や住所のある
自治体の選挙があった時には必ず投票
にご参加ください。
　なお、選挙投票日の翌日以前に18歳
の誕生日を迎えている方がその選挙の
有権者となりますので、ご注意くださ
い。

CALENDAR 主な行事予定

新人ドライバーの
デビューについて
　新年度になりました。若葉が芽
吹き始めるころです。運転者の中
にも、若葉マークを付けた新人ド
ライバーが多くなっています。
　新人ドライバーは運転技術が浅
く、緊急時の判断が熟練者と比
べて遅れてしまいます。若葉マー
クの車を見かけたら前を譲るな
ど、余裕を持った運転でサポー
トをしましょう。

　　　　　事　　　　　　項曜日

　　　　　事　　　　　　項曜日
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食育の日　リサイクルハウス受入日

村税等納期限

PTA総会・参観・学級懇談会（学園）
リサイクルハウス受入日

リサイクルハウス受入日

昭和の日　　村内一斉美化運動

国民の休日

天皇即位の日

国民の休日

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日

家庭訪問（学園）　学費口座振替日

家庭訪問（学園）

家庭訪問（学園）

区長宛文書発送日
リサイクルハウス受入日

子宮頸がん・乳がん・骨粗しょう症検診
リサイクルハウス受入日

5月5月

19
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23
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28

29

30

1
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3
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納期を守って明るい村づくり
◆軽自動車税（平成31年度分）
◆国保料・保育料（４月分）
◆介護・後期高齢者保険料（普徴４月分）

納期限は4月２5日（木）です

お巡りさんからのお知らせお巡りさんからのお知らせ

～警察官を名乗る不審な電話に要注意～
警察官を名乗る者から、
・個人情報がもれており、取り消すにはお金が必要です
・預金はいくらですか
・犯人があなた名義のカードを持っていますが、覚えはありますか
などと言ってかかってくる電話が増えています。
警察官が、
　　　預金額や暗証番号を聞くことはありません
ので、絶対に教えないでください。
　少しでも違和感があれば、駐在所または高山警察署まで確認をお願
いします。

～「キャッシュカードを預かります」は詐欺！！～
市役所職員などを装う者から、
　『医療費の還付金があります。』
　『今使用しているキャッシュカードは古くて対応できませんので、新
しいカードに変更します。』
などと電話がかかってくる事案が多発しています。
　電話の後、金融機関職員などを名乗る者が自宅を訪問し、
『キャッシュカードの手続きで暗証番号が必要』
などと騙して暗証番号を聞き出し、キャッシュカードをだまし取る手口
です。
　市役所や金融機関職員がキャッシュカードの暗証番号を聞き出した
り、預かったりすることは絶対にありません。

～『架空請求ハガキが急増！！』～
　裁判所などの公的機関を装い、架空の料金を請求するハガキが県内
全域に多数配達されています。
　問い合わせ窓口に連絡させて、裁判取下げ名目で現金等をだまし取
る手口です。
　記載されている連絡先には、絶対連絡しないようにしてください。

〈問い合わせ先〉 鳩ヶ谷駐在所 TEL ６ｰ１００４　平瀬駐在所 TEL ５ｰ２２６１

工業統計キャラクター・コウちゃん

総務省・経済産業省・都道府県・市区町村

　工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかにすることを
目的とした統計法に基づく報告義務がある重要な統計です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎資料として
利活用されます。
　調査時点は２０１９年６月１日です。
　調査票へのご回答をお願いいたします。

２０１９年工業統計調査を実施します

白山に風鈴の色を届けよう。
風が音を奏でる風鈴、鮮やかな新緑と涼しい音色が訪れた旅人をおもてなし

ホワイトロード鈴風の風鈴

　皆さまのご家庭で、今は使わなくなった風鈴は
ありませんか？
　そんな眠らせている風鈴を白山白川郷ホワイト
ロードで再活用しませんか。
　風鈴を寄付してくださったお客様には、御礼と
してホワイトロード特製のミニさるぼぼ（非売品）
をお贈りいたします。
　風鈴をホワイトロードへ寄付
　岐阜県側出入口馬狩所ゲート受付
風鈴受付期間　2019年5月1日（水）～7月10日（水）
募 集 個 数　50個  ※募集個数に達しましたら

HPでお知らせします。
風鈴部品素材　金属・木製・竹・プラ

受付出来ない素材　部品にガラス・陶器などの割れや
すい素材が使われているもの。濡
れて変形する素材（短冊が紙）

※お一人で一度に複数の風鈴をご寄付いただけま
すが、お礼のミニさるぼぼはお一つまでとさせ
ていただきます。皆さまにご提供いただいた風
鈴は7月20日（土）～8月18日（日）の期間ホワ
イトロード内で飾ります。
※郵送でも風鈴を受け付けております。
〒501-5620 岐阜県大野郡白川村馬狩字幅上246-4
白山林道岐阜管理事務所までお送り願います。
問い合わせ：岐阜県森林公社
　　　　　　0577-33-1111（内線276・277）
　　　　　　白山林道岐阜管理事務所
　　　　　　05769-6-1664
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利用ください。

８０２０運動達成者表彰
候補者募集
　国や歯科医師会では、「80歳になっ
ても自分の歯を20本以上保ちましょう」
という「８０２０運動」を推進しています。
飛騨口腔保健協議会では、８０２０運
動の達成者を表彰していますので、該当
される方はぜひご応募ください。
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飛騨市・白川村在住者（これまでに表
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▼申込方法
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平成31年度執行官採用選考
▼受付期間　3月7日（木）～3月20日（水）
　　　　　（3月20日消印有効）
　◎申込書は、簡易書留郵便で提出し
　てください。（持参可）。
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法、民事執行法、民事保全法及び刑
法に関する理論、実務知識及びそれ
らの応用能力について、筆記試験を
次のとおり行います。論文式試験に
おいては、六法の使用を認めます。
　　択一試験、論文式試験
　面接試験　筆記試験の合格者に対
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jp/index.html）でご案内しております。
5月のテーマは「裁判員制度10周年！！」
です。ぜひご覧ください。
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18歳になったら選挙に
行きましょう
　平成28年6月より、選挙権年齢が満
18歳以上に引き下げられています。
　選挙は国民が政治に参加できる、み
んなでこの社会について考え、意思を
示す大事な機会となります。
　この機会を無駄にすることなく、社
会を担う一員として、国や住所のある
自治体の選挙があった時には必ず投票
にご参加ください。
　なお、選挙投票日の翌日以前に18歳
の誕生日を迎えている方がその選挙の
有権者となりますので、ご注意くださ
い。

CALENDAR 主な行事予定

新人ドライバーの
デビューについて
　新年度になりました。若葉が芽
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にも、若葉マークを付けた新人ド
ライバーが多くなっています。
　新人ドライバーは運転技術が浅
く、緊急時の判断が熟練者と比
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クの車を見かけたら前を譲るな
ど、余裕を持った運転でサポー
トをしましょう。
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納期を守って明るい村づくり
◆軽自動車税（平成31年度分）
◆国保料・保育料（４月分）
◆介護・後期高齢者保険料（普徴４月分）

納期限は4月２5日（木）です

お巡りさんからのお知らせお巡りさんからのお知らせ

～警察官を名乗る不審な電話に要注意～
警察官を名乗る者から、
・個人情報がもれており、取り消すにはお金が必要です
・預金はいくらですか
・犯人があなた名義のカードを持っていますが、覚えはありますか
などと言ってかかってくる電話が増えています。
警察官が、
　　　預金額や暗証番号を聞くことはありません
ので、絶対に教えないでください。
　少しでも違和感があれば、駐在所または高山警察署まで確認をお願
いします。

～「キャッシュカードを預かります」は詐欺！！～
市役所職員などを装う者から、
　『医療費の還付金があります。』
　『今使用しているキャッシュカードは古くて対応できませんので、新
しいカードに変更します。』
などと電話がかかってくる事案が多発しています。
　電話の後、金融機関職員などを名乗る者が自宅を訪問し、
『キャッシュカードの手続きで暗証番号が必要』
などと騙して暗証番号を聞き出し、キャッシュカードをだまし取る手口
です。
　市役所や金融機関職員がキャッシュカードの暗証番号を聞き出した
り、預かったりすることは絶対にありません。

～『架空請求ハガキが急増！！』～
　裁判所などの公的機関を装い、架空の料金を請求するハガキが県内
全域に多数配達されています。
　問い合わせ窓口に連絡させて、裁判取下げ名目で現金等をだまし取
る手口です。
　記載されている連絡先には、絶対連絡しないようにしてください。

〈問い合わせ先〉 鳩ヶ谷駐在所 TEL ６ｰ１００４　平瀬駐在所 TEL ５ｰ２２６１

工業統計キャラクター・コウちゃん

総務省・経済産業省・都道府県・市区町村

　工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかにすることを
目的とした統計法に基づく報告義務がある重要な統計です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎資料として
利活用されます。
　調査時点は２０１９年６月１日です。
　調査票へのご回答をお願いいたします。

２０１９年工業統計調査を実施します

白山に風鈴の色を届けよう。
風が音を奏でる風鈴、鮮やかな新緑と涼しい音色が訪れた旅人をおもてなし

ホワイトロード鈴風の風鈴

　皆さまのご家庭で、今は使わなくなった風鈴は
ありませんか？
　そんな眠らせている風鈴を白山白川郷ホワイト
ロードで再活用しませんか。
　風鈴を寄付してくださったお客様には、御礼と
してホワイトロード特製のミニさるぼぼ（非売品）
をお贈りいたします。
　風鈴をホワイトロードへ寄付
　岐阜県側出入口馬狩所ゲート受付
風鈴受付期間　2019年5月1日（水）～7月10日（水）
募 集 個 数　50個  ※募集個数に達しましたら

HPでお知らせします。
風鈴部品素材　金属・木製・竹・プラ

受付出来ない素材　部品にガラス・陶器などの割れや
すい素材が使われているもの。濡
れて変形する素材（短冊が紙）

※お一人で一度に複数の風鈴をご寄付いただけま
すが、お礼のミニさるぼぼはお一つまでとさせ
ていただきます。皆さまにご提供いただいた風
鈴は7月20日（土）～8月18日（日）の期間ホワ
イトロード内で飾ります。
※郵送でも風鈴を受け付けております。
〒501-5620 岐阜県大野郡白川村馬狩字幅上246-4
白山林道岐阜管理事務所までお送り願います。
問い合わせ：岐阜県森林公社
　　　　　　0577-33-1111（内線276・277）
　　　　　　白山林道岐阜管理事務所
　　　　　　05769-6-1664
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あなたからの情報を
お待ちしています。

TEL 6-1311  内線115

ＮHKコンサート

　2月10日（日）、飯島集落センターで、飯島区雪ま
つりが開催されました。
　公民館運営委員会によるバーベキュー、豚汁の提
供や、今年も吉野G.Pファーム様から、豚まん、フ
ランクフルトなどの屋台を提供していただき、子供
からご高齢の方まで楽しく食べて飲んで歌いました。
　最後に、恒例の大福引き大会が行われ、大変に
盛り上がり、楽しい１日を過ごしました。
　飯島区の雪まつりにご協力いただいた各事業所
関係者の皆さま方、ありがとうございました。

柔 道交流会
　南砺市の上平少年柔道教室と岐阜県白川村の白川
郷道場少年柔道クラブの交流大会が3月8日（木）
に、戸島多目的集会施設にて開催されました。大会
は上平と白川村の柔道指導者や両駐在所警察官が
両村の友好交流と少年育成を目的に、毎年開催して
います。

保育園卒園式
　3月22日(金)　白川保育園・
平瀬保育園の両園で卒園式が
行われました。
　式では、保育証書を受け取り一人ひとり将来の夢
を発表しました。これからの白川村を担う子どもた
ちが、かわいくもあり、たくましく見えました。
　今年の卒園者は、白川16名・平瀬2名で合計18
名です。4月からは、ランドセルを背負って白川郷
学園の児童になります。かわいい子たちが通学する
のでみなさん見守ってあげてください。

飯 島区  雪まつり開催

　3月18日（月）、白川郷学園体育館にてNHK岐阜
放送局のテレビ番組「あなたのまちで岐阜オンス
テージ」の公開収録が行われました。
　コンサートでは、演歌歌手である新沼謙治氏、石
原詢子氏、松原のぶえ氏、伊達悠太氏の歌とトー
クや、白川郷学園児童生徒の合唱や白川民謡が披
露されました。

南部地区文化会館のマスコット
「エデゥ子ちゃん」よろしくね！

ＮＢＫへようこそ！
Nanbuchiku　 Bunka　　 Kaikan

南部地区文化会館だより 村民の力が引き出される場

　室内で楽しめる軽スポー
ツとして、ニチレクボール
講習会を開催しました。
ルールが簡単なため初めて
の方もすぐに楽しめ、ホー
ルには笑い声がたくさん響
いていました。

３/６ ニチレクボール

　白川郷学園４年生９名の
みなさんが合唱を披露して
くれました。少人数とは思
えない響きのある歌声に会
場のみなさんは大変感動さ
れていました。

３/１８ ランチタイム　
　　　　コンサート

　まどかピアノ教室（御母
衣）の発表会をＮＢＫで開
催していただき、多くの方
に音楽を楽しんでいただき
ました。後半は源流ＢＲＡ
ＳＳ（白鳥町）さんによる金
管楽器の演奏もあり、会場
は大いに盛り上がりました。

３/２４ ピアノ発表会

　今回はチェコ共和国に留
学されていた高島嘉子さん
（平瀬）から色々なお話を
聞かせていただきました。
会場からはたくさんの質問
が寄せられ、みんなで学び
を深め合うことが出来たよ
うに感じました。

３/３１ ビトマナビバ
　　　　  ～人から学ぶ場～
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　3月16日、17日に白川郷コン！２０１９が行われました。今回は白川郷観光協会青
年部の皆さんにご協力いただき、村内外から男性22名、女性23名の参加者が集まり、
合掌造り民家園での食事会やトヨタ白川郷自然學校でのアクティビティを楽しみまし

た。最後には5組のカップリングが
成立することと
なりました。ご
参加、ご協力い
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様、誠にありが
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白川郷コン！２０１９が開催されました！　　　

名前　大田　知佳
出身　白川村荻町
趣味　映画鑑賞、音楽鑑賞
一言　４月から診療所に勤める
ことになりました。村民の皆さ
んの健康を支えていけるよう頑
張りますので、よろしくお願い
します。

名前　佐久間陽暉
出身　愛知県春日井市
趣味　釣り、散歩
一言　４月から白川村職員とし
て働くことになりました。少し
でも早く村民の一員となって村
の維持発展に貢献したいです。
宜しくお願いします。

名前　西村　力也
出身　白川村荻町
趣味　ドライブ、アウトドア
一言　白川村採用で高山消防署に
配属になりました。
　これから半年間、消防学校に入り
ますが、スキー競技生活や自衛隊で
の経験を生かし頑張ります。また村
に帰ってくることができたので村の
行事等たくさん参加したいです！

新規採用職員紹介
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新しい先生です
出身　大垣市
趣味　読書
一言　４月から火曜日１日平瀬、金
曜日は午後白川の外来を担当します。
実は一昨年白川でお世話になってい
ました。まだ若いですが、患者さんが
相談しやすい外来を目指しています
のでどうかよろしくお願いします。

大西　権亮
（平成2年生まれ）

おおにし　　たかよし


